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城
鞠
洲

本
資
料
の
著
者
で
あ
る
城
鞠
洲
は
、
近
世
後
期
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
主
に
肥
後
で
活

躍
し
た
医
師
で
あ
る
。『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
後
編
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
墓
碑
銘
に
よ
れ
ば
、
鞠

洲
は
号
で
、
諱
は
由
道
、
字
を
升
卿
、
允
を
通
称
と
し
た
。
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
五

月
二
五
日
、
鞠
洲
は
処
士
で
医
業
を
始
め
た
父
光
由
の
も
と
に
生
を
享
け
た
。
三
歳
の
時
に

光
由
が
急
逝
し
、
母
は
幼
い
鞠
洲
を
連
れ
て
、
数
年
間
親
族
の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
。

「
好
学
篤
志
」
で
あ
っ
た
鞠
洲
は
励
ん
で
医
生
員
と
な
り
、
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
九

月
一
五
日
、
藩
命
を
奉
じ
て
医
業
を
継
い
だ
と
さ
れ
る
が（

１
）、

確
か
に
同
年
か
ら
翌
天
保
二
年

に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
「
御
国
中
医
師
名
覚
帳
」
に
も
、
深
川
手
永
の
「
御
郡
代
直
触
」
と

し
て
明
記
さ
れ
て
い
る（

２
）。

そ
の
後
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
九
月
に
は
謁
見
医
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
慶
応
二
年
（
一

八
六
六
）
四
月
に
は
「
外
班
官
医
」（
お
そ
ら
く
鳥
取
藩
医
）
に
迎
え
ら
れ
て
「
医
学
助
講
」

と
な
っ
た
が
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
七
月
の
藩
政
改
革
で
解
職
さ
れ
、
同
月
一
八
日
、

享
年
七
一
歳
に
て
没
し
た
。

生
前
、
古
方
を
講
じ
て
証
の
見
方
や
処
方
を
伝
え
、
数
十
年
の
間
に
教
え
を
受
け
た
者
は

三
百
有
余
人
に
達
し
た
。
著
作
に
は
『
傷
寒
論
玉
石
弁
』、『
金
匱
玉
石
弁
』、『
傷
寒
論
講
義

及
拾
玉
編
』、『
医
事
或
問
』、『
素
問
鈔
』、『
論
語
講
義
』、『
家
譜
系
図
』、『
文
稿
』
三
編
が

あ
っ
た（

３
）。

と
こ
ろ
で
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
後
編
に
は
、
墓
碑
銘
に
後
続
し
て
、
鞠
洲
の
役
職
を
示
す

さ
ら
な
る
出
典
不
明
の
史
料
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る（

４
）。
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師
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一
慶
応
二
年
四
月
十
八
日
五
人
扶
持
被
下
置
、
外
様
御
中
小
姓
御
医
師
、
再
春
館
助
講

一
同
年
五
月
廿
日
再
春
館
句
読
師
兼
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役
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当
該
史
料
で
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
四
月
一
八
日
に
外
様
御
中
小
姓
御
医
師
と
再

春
館
助
講
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
そ
う
な
る
と
墓
碑
銘
に
認
め
ら
れ
る
「
外
班
官
医
」

に
就
い
た
年
次
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、
両
史
料
の
記
述
に
矛
盾
が
生
じ
る
よ
う
に
見
え
る
。

ま
た
、
同
年
五
月
二
〇
日
に
は
再
春
館
句
読
師
兼
帯
を
勤
め
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
山

崎
正
董
が
藩
庁
文
書
等
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
再
春
館
の
教
員
一
覧
に
鞠
洲
の
名
は
見
え
な

い（
５
）。

一
方
、
山
崎
は
「
古
老
」
か
ら
伝
聞
し
た
情
報
に
基
づ
い
て
、
明
治
初
期
の
再
春
館
師

役
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
の
、
こ
れ
も
上
記
史
料
の
内
容
と
齟
齬
を
き
た
す（

６
）。

一

次
史
料
に
基
づ
く
経
歴
の
確
定
に
つ
い
て
は
後
考
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

『
鞠
洲
医
事
文
稿
』
三
編
の
構
成
と
成
立
年
次

墓
碑
銘
に
記
さ
れ
た
著
作
中
に
「『
文
稿
』
三
編
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た

が
、
こ
れ
は
表
題
に
「
医
事
」
を
含
ん
だ
本
書
で
は
な
く
、
漢
詩
集
『
鞠
洲
文
稿
』
を
指
す

も
の
と
思
わ
れ（

７
）、

よ
っ
て
、『
鞠
洲
医
事
文
稿
』
三
編
は
墓
碑
銘
に
認
め
ら
れ
な
い
新
出
資
料

と
見
ら
れ
る
。
な
お
、「
三
編
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
巻
次
と
考
え
ら
れ
る
が
、
初
編
な
ら

び
に
二
編
が
存
在
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

さ
て
、『
鞠
洲
医
事
文
稿
』
三
編
の
内
容
は
、
外
題
割
注
に
あ
る
よ
う
に
「
盟
書
」、「
対

策
」、「
治
験
論
」
に
大
別
で
き
る
が
、
さ
ら
に
詳
細
を
見
れ
ば
、
本
文
は
、
①
「
会
盟
書
」、

②
「
貪
医
誤
治
而
病
者
天
幸
得
不
死
」、
③
「
治
験
三
条
」、
④
「
対
策
」、
⑤
「
又
代
人
対
」、

⑥
「
治
験
」、
⑦
「
麻
疹
治
法
論
」、
⑧
「
戲
論
種
痘
事
」
の
八
項
目
に
成
る
。

①
は
鞠
洲
門
で
学
ぶ
際
の
規
約
と
見
ら
れ
る
。
名
簿
の
記
録
方
法
や
欠
席
に
対
す
る
処
罰
、

古
方
に
基
づ
く
学
問
方
針
や
勉
学
の
姿
勢
、
な
ら
び
に
医
者
と
し
て
の
礼
儀
な
ど
が
説
か
れ

る
。
②
～
③
は
、
当
代
の
医
師
の
誤
診
や
誤
治
療
の
実
例
を
挙
げ
、
古
方
に
基
づ
く
処
置
と

そ
の
適
切
性
を
述
べ
る
。
④
～
⑤
に
は
、
古
代
中
国
の
医
人
と
そ
の
逸
話
を
題
材
と
し
て
、

古
方
に
対
す
る
（
お
そ
ら
く
門
人
か
ら
の
）
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
回
答
が
記
さ
れ
る
。
⑥

～
⑦
で
は
、
麻
疹
の
診
療
記
録
や
こ
れ
に
対
す
る
治
療
法
を
提
示
し
て
い
る
が
、
⑧
に
お
い

て
は
種
痘
に
対
す
る
鞠
洲
の
批
判
的
な
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
項
目
に
は
年
紀
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ

ら
の
年
次
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鞠
洲
が
一
息
に
編
ん
だ
著
述
で
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
年
紀
は
四
点
確
認
で
き
、
第
一
は
「
会
盟
書
」
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
「
文
久
紀

元
、
辛
酉
仲
秋
、
城
允
謹
撰
」
で
あ
り
、
第
二
に
「
治
験
」
の
割
注
に
記
さ
れ
る
「
慶
応
紀

元
乙
丑
閏
五
月
廿
六
日
」、
第
三
は
「
麻
疹
治
法
論
」
の
「
文
久
三
癸
亥
九
月
城
允
撰
」、
第

四
は
「
戲
論
種
痘
事
」
の
「
元
治
改
元
夏
六
月
城
允
撰
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
最
も
遅
い
「
治

験
」
の
年
紀
と
、
加
え
て
、
架
蔵
本
の
識
語
「
明
治
二
年　

巳
三
月　

工
藤
姓
」
を
勘
案
す

る
と
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
五
月
二
六
日
以
降
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
三
月
の
間

に
成
さ
れ
た
鞠
洲
最
晩
年
の
著
作
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、『
鞠
洲
医
事
文
稿
』
三
編
に
は
、
鞠
洲
の
医
学
観
・
治
療
法
と
と
も
に
、
麻
疹
患
者

に
対
す
る
診
療
記
録
、
さ
ら
に
は
種
痘
に
対
す
る
批
判
的
見
解
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
幕
末

肥
後
地
域
に
お
け
る
医
療
状
況
の
一
端
を
窺
う
上
で
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。
ま
た
、
麻
疹

や
痘
瘡
が
重
篤
化
に
よ
り
障
害
を
生
じ
さ
せ
る
症
例
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
前
記
の

情
報
を
含
む
本
資
料
の
公
刊
は
、
広
く
障
害
史
研
究
に
も
有
益
で
あ
ろ
う
。

図１　『鞠洲医事文稿』三編の内題（架蔵）
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資
料
・
凡
例

一
、�

架
蔵
本
を
底
本
と
し
、
熊
本
市
後
藤
是
山
記
念
館
本
（
以
下
、
是
本
）
を
用
い
て
校

訂
し
た
。

一
、
校
訂
は
必
要
な
場
合
の
み
行
い
、
異
同
は
角
括
弧
で
示
し
た
。

一
、
校
訂
以
外
の
筆
者
に
よ
る
加
筆
は
山
括
弧
で
示
し
た
。

一
、
割
注
部
分
は
墨
付
き
括
弧
で
示
し
た
。

一
、
旧
字
・
異
体
字
は
現
在
通
用
す
る
字
体
に
改
め
た
。

一
、�

架
蔵
本
、
是
本
と
も
に
冒
頭
一
丁
表
か
ら
二
丁
表
に
か
け
て
頭
欄
に
記
さ
れ
た
注
は
、

本
文
の
後
に
記
し
た
。

一
、�

原
文
で
は
底
本
に
付
さ
れ
た
位
置
に
読
点
を
記
し
た
が
、
読
み
下
し
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
特
に
こ
れ
を
考
慮
し
な
か
っ
た
。

一
、
読
み
下
し
で
は
、
原
文
の
闕
字
・
平
出
は
反
映
し
な
か
っ
た
。

一
、
読
み
下
し
の
ル
ビ
は
筆
者
に
よ
る
。

資
料
・
原
文

〈
外
題
〉

鞠
洲
医
事
文
稿
三
編
【
盟
書
治
験
対
策
論
】
全

〈
本
文
〉

鞠
洲
医
事
文
稿
三
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

城
允
升
卿　

著

	

会
盟
書

医
之
為
事
、
在
熟
法
方
、
法
方
不
熟
、
必
誤
治
療
、
雖
欲
不
賊
夫
人
得
乎
、
是
故
吾
郷
医
輩
、

嘗
以
毎
月
旬
念
、
輪
会
乎
各
亭
、
旬
而
講
書
、
念
而
附
方
、
欲
精
於
治
術
也
、
夫
講
書
者
、

所
以
明
法
也
、
猶
匠
人
学
規
矩
乎
、
学
規
矩
、
熟
諸
其
乎
、
則
及
其
為
方
員
也
、
無
毫
違
矣
、

図２　内題（熊本市後藤是山記念館蔵）図３　架蔵本の裏表紙に認められる識語
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明
法
、
脩
諸
其
心
、
則
及
其
療
疾
疢
也
、
亦
無
一
誤
矣
、
若
夫
附
方
者
、
所
以
諳
誦
其
書
也
、

猶
武
夫
之
習
射
乎
、
習
射
、
而
試
諸
的
候

〈
侯
カ
〉、

百
発
不
誤
、
則
臨
軍
也
必
斃
、
其
敵
焉
、
諳
誦

其
書
、
稽
諸
脈
証
、
百
方
不
惑
、
則
臨
病
也
必
遂
其
功
焉
、
書
者
張
長
沙
所
著
、
傷
寒
論
、

金
匱
要
略
是
也
、
方
者
二
書
所
載
、
薬
剤
是
也
、
豈
可
不
務
熟
習
哉
、
乃
置
講
書
薄
附
方
薄
、

以
詳
記
月
日
亭
号
、
出
席
欠
席
之
姓
名
、
及
附
方
的
否
、
贖
罰
等
事
、

一
医
之
業
固
賤
矣
、
郷
閭
無
禄
輩
、
皆
衣
食
於
奔
走
、
則
歳
時
不
遑
於
寧
処
焉
、
故
講
習
之

事
、
幼
弱
猶
未
施
行
者
之
事
也
、
然
講
習
虚
也
、
施
行
実
也
、
講
於
虚
、
施
於
実
、
其
効
符

合
、
亦
難
矣
、
且
人
之
性
、
不
皆
賢
、
一
習
而
終
身
不
遺
忘
者
、
幾
希
、
故
吾
輩
之
業
、
行

習
行
施
、
亦
欲
不
誤
治
、
慎
之
至
也
、
然
寧
処
之
不
遑
也
、
豈
得
屡
会
屡
講
哉
、
是
以
一
月

僅
期
二
日
、
欲
不
懈
於
事
実
也
、
豈
得
如
幼
時
汲
々
者
乎
、
然
二
日
欠
席
、
則
一
月
懈
於
講

習
、
何
以
得
能
熟
哉
、
故
与
斯
盟
者
、
要
務
不
欠
席
、
若
有
事
故
而
欠
、
則
必
以
柬

［
諫
カ
〉告

、
敢

無
違
戻
焉
、
犯
者
有
罰
、

一
為
医
者
、
常
須
弁
礼
義
、
礼
義
不
弁
、
必
失
交
情
［
、〈

是
本
〉

交
情
］
一
失
、
同
職
生
隙
、
不
祥

莫
大
焉
、
凡
同
職
之
生
隙
、
多
在
不
知
会
診
之
道
也
、
夫
会
診
之
道
、
原
医
徴
後
医
、
而
譲

其
匙
、
礼
也
、
後
医
辞
之
、
而
不
執
其
匙
、
義
也
、
礼
義
之
医
、
必
相
議
相
熟
、
治
方
随
其

宜
、
亦
安
有
所
誤
哉
、
但
徴
後
医
而
不
譲
、
貪
也
、
承
譲
而
不
辞
、
惏
也
、
貪
惏
之
医
、
以

投
薬
得
報
為
務
、
治
方
之
不
宜
、
亦
何
足
論
乎
、
至
其
甚
者
、
則
不
待
原
医
之
招
、
自
行
而

施
其
薬
、
原
医
来
責
其
非
、
則
遁
辞
憒
々
、
及
帰
罪
於
病
家
、
病
家
多
愚
俗
、
亦
安
弁
礼
義

哉
、
故
以
其
不
招
而
来
為
信
矣
、
以
其
不
乞
而
為
仁
矣
、
未
知
其
心
之
所
寓
、
悲
夫
、
医
人

固
当
学
道
、
豈
可
不
弁
礼
義
哉
、
故
会
診
之
道
、
不
必
責
非
礼
於
病
家
、
若
夫
曰
礼
義
不
足

弁
者
、
不
学
無
道
之
人
、
固
吾
会
盟
外
之
医
、
亦
何
用
責
焉
、

一
病
家
者
、
医
之
采
地
也
、
各
得
有
領
焉
、
然
非
自　

官
賜
之
、
彼
来
而
就
于
我
者
也
、
故

信
則
就
不
信
則
去
、
々
就
無
定
、
非
常
之
有
也
、
是
以
欲
広
其
地
者
、
先
明
其
法
、
精
其
術
、

治
功
影
響
、
而
後
名
乎
其
郷
、
誉
乎
其
閭
、
四
方
争
乞
其
治
、
則
不
招
而
来
、
不
撫
而
就
、

雖
欲
無
広
領
、
亦
可
得
乎
、
方
今
不
知
道
者
、
固
不
能
明
其
法
、
亦
安
克
精
其
術
乎
、
但
逞

其
俗
智
、
以
陥
于
人
、
阿
諛
巧
簧
、
以
售
技
取
利
為
務
、
則
脅
笑
乎
富
豪
之
家
、
足
恭
乎
権

貴
之
門
、
惴
々
乎
卜
鼻
息
以
進
、
未
問
原
医
之
為
誰
、
不
弁
病
証
之
如
何
、
妄
誹
前
医
之
診
、

而
忘
己
術
之
拙
、
以
内
傷
為
外
感
、
汗
乎
可
下
、
補
乎
可
瀉
、
早
可
愈
者
、
久
引
日
、
其
治

方
朝
夕
改
易
、
一
剤
可
貫
者
、
数
剤
連
投
、
安
克
得
治
病
哉
、
然
愚
俗
不
喩
、
但
眩
惑
其
口

給
、
靦
然
委
任
者
不
鮮
矣
、
不
亦
甚
悲
乎
、
知
道
者
自
旁
観
之
、
雖
欲
無
慨
嘆
得
乎
、
今
与

斯
盟
者
、
慎
勿
傚
于
彼
徒
矣
、

一
世
人
動
輙
改
医
、
不
議
諸
原
医
、
而
直
乞
他
医
之
薬
、
方
此
時
也
、
原
医
不
知
之
、
後
医

幸
其
不
知
、
而
直
与
其
薬
、
不
知
道
之
甚
也
、
大
抵
知
道
者
、
必
使
病
家
招
原
医
、
原
医
至

而
相
議
相
熟
、
治
方
与
吾
同
、
則
不
妄
執
其
匙
、
不
同
則
言
我
所
欲
用
之
方
、
以
議
于
原
医
、

原
医
不
信
則
去
、
信
則
先
請
原
医
執
其
匙
、
原
医
固
辞
而
不
執
其
匙
、
夫
而
後
吾
執
其
匙
、

則
不
亦
為
非
義
也
、
若
夫
危
篤
急
迫
之
証
、
不
遑
行
礼
義
、
宜
以
其
権
、
必
不
失
治
疾
之
要

也
、
但
従
病
家
之
求
、
而
不
一
言
以
告
原
医
、
直
与
己
薬
、
是
奪
其
采
地
者
也
、
可
謂
窃
盗

医
矣
、
或
応
病
家
之
招
、
無
与
原
医
会
診
相
議
之
事
、
但
其
人
来
告
曰
、
嘗
汝
所
療
者
、
今

乞
服
吾
薬
、
汝
将
有
説
乎
、
無
則
与
之
、
来
告
如
斯
、
其
誰
曰
有
説
乎
、
要
而
奪
其
采
者
也
、

可
謂
強
盗
医
矣
、
強
盗
比
窃
盗
、
於
律
其
罪
軽
矣
、
雖
然
於
奪
原
医
之
采
地
則
一
也
、
故
二

者
皆
吾
所
甚
悪
也
、
今
与
斯
盟
者
、
固
不
許
従
其
徒
也
、
若
夫
潜
而
従
之
、
姦
侫
邪
恣
而
不

改
者
、
終
身
削
名
而
不
列
会
中
、
但
其
性
不
姦
、
其
心
不
邪
、
一
旦
謬
而
陥
于
彼
之
為
者
、

依
于
人
之
忠
告
、
悔
其
過
、
改
其
行
、
則
会
盟
復
于
旧
不
妨
、

一
病
家
之
不
礼
、
不
啻
愚
俗
、
賢
智
之
人
亦
然
也
、
要
之
皆
在
撰
取
医
之
良
者
、
然
其
撰
取

也
、
但
取
適
其
心
者
、
適
其
心
者
、
必
籧
篨
戚
施
之
医
、
豈
必
良
哉
、
故
悆
撰
悆
不
良
、
不

知
礼
之
失
也
、
医
人
之
不
知
義
、
不
啻
郷
閭
、
都
下
之
碩
医
亦
或
然
也
、
要
之
皆
在
多
治
療

射
名
利
也
、
然
射
名
利
者
、
心
不
在
治
術
、
故
一
旦
雖
得
采
地
、
亦
有
遽
然
失
焉
、
豈
得
久

領
哉
、
不
知
義
之
失
也
、
不
知
礼
義
之
失
、
均
之
時
勢
也
、
亦
末

〈
未
カ
〉如

之
何
乎
、
雖
然
、
今
吾

輩
之
所
盟
、
務
精
於
術
、
守
義
以
応
、
則
病
家
亦
遂
不
得
不
守
礼
也
、
病
家
守
礼
、
則
籧
篨

戚
施
之
徒
不
得
進
、
伹
守
義
之
医
、
相
会
相
議
、
必
精
診
精
察
、
而
後
施
治
療
、
則
庶
幾
無

謬
誤
矣
、
然
則
吾
輩
之
所
盟
、
務
不
違
戻
、
則
不
啻
吾
輩
之
幸
、
亦
病
家
之
幸
也
、
一
郷
之

風
靡
、
可
挙
趾
而
待
也
、
豈
啻
一
郷
乎
、
雖
異
郷
異
閭
、
亦
必
嚮
風
矣
、

〈
原
文
マ
マ
〉

」　

一
欠
席
不
以
柬

〈
諫
カ
〉告

者
、
罰
銭
百
七
十
五
孔
、
又
四
時
中
月
之
附
方
、
称
罰
会
、
一
方
不
中
、

贖
以
十
四
孔
、
此
日
也
盟
令
頗
厳
、
不
許
一
人
欠
席
、
伹
凶
服
者
、
非
其
例
、
其
他
雖
有
疾

病
事
故
、
欠
其
席
、
則
必
以
柬

〈
諫
カ
〉告

、
且
副
以
罪
銭
、
百
七
十
五
孔
、
若
不
告
其
状
、
寂
過
其

日
者
、
三
百
五
十
孔
、
是
皆
汚
穢
之
銭
、
不
欲
畜
諸
後
日
、
即
日
買
酒
肴
、
席
上
悉
飲
食
之
、
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要
犯
者
無
余
恥
、
責
者
無
遺
念
也
、

〈
原
文
マ
マ
〉

」　

右
数
件
、
書
于
講
書
簿
附
方
簿
之
首
、
以
供
于
会
日
常
覧
、
要
使
人
々
不
遺
忘
也
、
古
者
盟

礼
殺
牲
歃
血
、
告
誓
神
明
、
若
背
違
、
欲
令
神
加
殃
咎
、
使
如
此
牲
也
、
又
有
盟
府
、
司
盟

之
官
也
、
方
今
之
時
、
無
盟
府
、
又
無
殺
牲
之
礼
、
則
但
従
邦
家
之
故
、
出
指
血
、
印
于
姓

名
之
下
、
庶
幾
以
同
古
之
盟
礼
也
、
文
久
紀
元
、
辛
酉
仲
秋
、
城
允
謹
撰
、

		


貪
医
誤
治
而
病
者
天
幸
得
不
死

一
男
子
家
頗
富
豪
、
一
朝
卒
然
頭
痛
眩
暈
、
背
微
悪
寒
、
請
余
診
、
余
往
診
、
脈
浮
緩
、
而

無
翕
々
之
熱
、
又
無
嗇
々
之
悪
寒
、
伹
舌
上
白
胎
、
殆
如
少
陽
之
証
、
曰
是
所
帯
之
邪
甚
微
、

然
平
生
胃
火
盛
、
而
心
下
畜
水
気
、
故
上
衝
殊
甚
、
舌
胎
雖
白
、
亦
非
可
驚
也
、
乃
与
苓
桂

朮
甘
加
川
芎
五
貼
、
翌
朝
又
請
診
、
頭
痛
止
、
而
眩
暈
未
止
、
因
前
方
加
大
黄
、
又
与
五
貼
、

教
曰
、
服
之
少
下
之
、
則
眩
暈
亦
当
止
、
病
人
疑
余
言
、
僅
服
三
貼
、
余
未
服
、
窃
招
他
医

診
之
、
其
医
未
知
其
平
生
胃
火
之
盛
、
但
視
舌
胎
之
白
、
而
不
察
其
脈
、
曰
是
疫
疾
之
初
起
、

邪
気
殊
深
、
今
不
発
其
汗
、
而
用
下
剤
、
恐
邪
気
陥
、
而
為
陽
明
胃
実
証
、
至
其
時
、
囓
臍

亦
不
及
、
請
置
今
之
薬
、
以
余
薬
、
庶
幾
免
危
篤
、
如
何
其
人
驚
曰
、
病
之
篤
、
如
斯
甚
乎
、

曰
、
甚
於
云
爾
、
因
請
其
薬
、
則
与
葛
根
湯
数
剤
、
喩
曰
、
大
服
此
薬
、
覆
被
衾
、
可
以
発

其
汗
、
不
然
則
不
免
危
篤
也
、
余
未
知
其
事
、
此
日
也
有
故
而
他
適
、
不
得
自
往
診
、
因
命

義
子
診
之
、
義
子
往
以
診
、
初
聞
其
事
、
乃
待
余
還
、
備
告
其
状
、
余
曰
、
彼
医
未
知
其
平

生
、
以
胃
火
為
外
邪
、
且
眩
乎
其
家
之
銅
臭
、
而
忘
医
職
之
礼
義
、
故
不
待
前
医
之
譲
、
忘

投
己
之
剤
、
貪
戻
殊
甚
矣
、
縦
其
病
如
渠
之
言
、
亦
豈
可
不
議
余
而
潜
投
其
薬
哉
、
汝
応
待

後
日
而
見
之
、
義
子
曰
唯
、
翌
日
病
家
又
徴
余
、
具
告
一
医
之
言
、
余
又
診
之
、
脈
状
如
前

日
、
伹
気
力
沈
々
、
頗
如
衰
、
因
問
発
汗
乎
、
病
人
答
曰
、
汗
大
出
、
心
気
漸
衰
、
邪
気
定

応
深
矣
、
余
曰
、
否
邪
気
既
去
、
胃
火
益
盛
、
是
不
可
発
汗
、
而
大
発
汗
、
津
液
枯
燥
、
而

舌
胎
加
厚
、
今
薄
被
衾
、
寒
温
適
身
、
而
可
矣
、
必
不
可
為
外
邪
陥
而
入
裡
之
候
、
病
人

唯
々
、
而
心
未
信
、
余
終
去
、
翌
日
又
請
余
診
、
即
使
義
子
往
辞
曰
、
余
既
不
投
薬
、
来
診

亦
何
益
、
若
夫
一
医
之
助
診
、
則
義
子
等
之
所
不
辞
、
不
亦
善
任
乎
、
余
請
遁
之
、
終
不
往
、

但
使
義
子
時
々
往
見
其
治
療
之
如
何
、
蓋
又
徴
其
他
医
、
貧
医
数
輩
、
相
診
相
議
、
処
剤
数

方
、
初
服
葛
根
一
日
、
継
服
柴
桂
湯
三
日
、
既
及
舌
胎
之
黄
黒
、
或
服
大
柴
胡
、
又
服
大
柴

胡
加
芒
硝
、
或
服
承
気
養
栄
湯
、
而
下
利
数
行
、
一
朝
俄
然
舌
胎
如
拭
、
心
気
脱
然
、
医
見

其
脱
然
、
以
為
陥
于
陰
部
、
因
用
人

〈
人
参
カ
〉附

養
栄
、
又
用
補
中
益
気
、
或
交
以
参
胡
芍
薬
、
或

用
十
全
大
補
、
十
数
日
之
間
、
転
用
之
薬
、
凡
九
方
、
朝
改

夕
更
、
妄
射
乱
発
、
亦
安
能
得
的
中
哉
、
然
病
者
天
幸
、
亦
得
不
死
也
、
嗚
呼
富
家
之
人
、

為
貪
医
見
誤
、
而
損
傷
其
身
体
者
、
不
啻
斯
人
、
豈
可
不
痛
悲
哉
、

		


治
験
三
条
【
代
富
田
栄
純
作
】

一
農
夫
家
貧
、
鬻
身
於
隣
村
之
富
家
、
為
奴
、
一
日
為
蓋
匠
使
令
、
在
軒
下
而
務
事
、
俄
然

暈
倒
、
吐
写
昏
冒
、
不
分
視
聴
、
主
人
急
徴
一
医
治
之
、
医
診
曰
、
是
方
今
流
行
之
悪
病
、

所
謂
暴
瀉
霍
乱
也
、
非
余
不
佞
之
所
得
而
療
焉
、
請
徴
他
医
、
蓋
投
真
武
四
逆
輩
去
、
遂
徴

余
、
々
往
診
、
一
身
氷
冷
、
四
肢
殊
甚
、
口
無
言
、
目
無
視
、
転
筋
急
強
、
危
殆
万
状
、
但

其
脉
滑
数
有
力
、
嘔
吐
頻
発
、
注
瀉
如
建
瓴
、
雖
不
呼
渇
、
而
其
欲
飲
者
可
知
也
、
因
先
作

白
虎
加
人
参
湯
、
服
之
数
貼
、
而
後
、
目
漸
有
視
、
口
亦
有
言
、
乃
命
開
口
、
舌
上
乾
燥
、

胎
如
塗
墨
、
続
服
前
方
一
昼
夜
、
身
漸
温
、
亦
唯
煩
躁
悶
乱
、
吐
瀉
猶
無
止
、
迺
小
半

〈
半
夏
カ
〉加

茯〈
茯
苓
カ
〉、

或
五
苓
理
中
輩
、
数
相
転
用
、
経
五
六
日
、
吐
瀉
漸
止
、
僅
得
啜
稀
粥
、
然
吐
瀉
之
久
。

腹
部
下
陥
、
精
気
大
脱
、
因
主
人
命
他
僕
、
舁
而
帰
于
其
家
、
齎
糧
養
体
、
余
与
服
十
全
大

補
湯
、
四
旬
有
余
日
、
而
帰
于
主
家
、

一
童
子
患
蝮
蛇
咬
傷
数
日
、
疼
痛
殊
甚
、
経
諸
療
治
而
不
愈
、
余
嘗
聞
之
老
叟
、
胡
瓜
汁
、

善
解
蝮
蛇
之
毒
、
時
三
四
月
之
交
、
郷
中
之
胡
瓜
、
但
有
苗
、
而
未
有
瓜
、
因
把
其
苗
、
葉

茎
共
絞
取
汁
、
以
伝
于
患
処
、
疼
痛
頓
止
、
可
謂
奇
矣
、
記
以
示
于
子
孫
、

一
田
夫
患
小
瘡
、
不
服
発
表
剤
、
而
直
浴
于
温
泉
、
帰
後
発
熱
、
全
身
漸
腫
、
一
医
診
之
曰
、

小
瘡
内
攻
也
、
服
赤
小
豆
湯
数
日
不
愈
、
因
又
用
禹
水
湯
数
日
、
時
或
少
減
、
亦
暫
而
如
故
、

遂
徴
余
治
之
、
余
用
厚
朴
七
物
湯
数
日
、
腫
漸
減
、
続
服
之
、
得
全
愈
、
夫
厚
朴
七
物
湯
、

似
非
治
腫
薬
。
然
余
家
用
之
、
治
腫
気
者
不
募
矣
、
不
啻
今
曰
、
是
、
以
世
人
目
余
以
腫
気

医
、
不
亦
奇
乎
、
然
余
亦
不
知
厚
朴
七
物
何
以
主
療
腫
気
、
蓋
先
人
治
用
古
方
、
偶
有
得
其

効
、
因
以
伝
于
今
乎
、
是
亦
当
与
前
条
並
記
、

	

対
策問

、
春
秋
之
時
、
医
和
診
晋
侯
之
脈
、
而
知
其
良
臣
将
死
、
宋
時
、
僧
知
縁
診
其
父
之

脈
、
而
能
道
其
子
之
吉
凶
、
宋
史
之
文
。
雖
不
足
信
也
、
左
氏
之
言
、
豈
有
妄
誕
乎
、

抑
亦
英
雄
欺
人
耶
、
学
者
必
有
説
、
請
悉
其
論
、
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診
君
之
脈
。
而
知
臣
之
死
。
診
父
之
脈
而
道
子
之
吉
凶
。
其
事
両
似
可
怪
矣
。
然
今
夷
攷
問

之
意
。
宋
史
不
足
信
、
則
暫
置
之
而
可
、
但
左
氏
不
可
有
妄
誕
、
則
弁
之
在
茲
、
夫
医
和
者

良
工
也
、
良
工
医
国
、
矧
於
人
乎
、
医
国
者
、
必
知
其
政
、
医
人
者
必
知
其
行
、
豈
翅
屑
々

乎
診
脉
按
腹
、
而
後
焉
良
工
哉
、
医
和
一
視
晋
侯
之
疾
、
而
直
知
其
行
、
其
行
近
女
室
、
惑

以
喪
志
、
趙
孟
不
能
禦
之
、
是
失
良
臣
之
節
也
、
知
必
容
咎
、
故
曰
、
将
死
、
是
其
所
知
、

非
診
脉
而
知
、
察
行
以
知
。
是
謂
之
良
医
之
道
也
、
又
何
怪
鳥
、
夫
淫
行
之
生
疾
、
子
産
既

先
知
之
、
曰
君
子
有
四
時
、
又
曰
、
内
官
不
及
同
姓
、
若
由
是
二
者
、
弗
可
為
也
、
夫
子
産

非
医
、
則
固
不
診
其
脉
、
而
知
其
疾
弗
可
治
、
非
察
行
而
然
乎
、
子
産
既
察
行
而
云
爾
、
矧

於
医
和
乎
、
左
氏
伝
其
事
者
、
固
事
実
之
所
有
、
豈
妄
誕
乎
哉
、
策
云
、
診
脉
而
知
、
恐
非

左
氏
之
文
也
、

問
、
暴
池
兼
嘔
吐
之
証
、
盛
行
于
夏
秋
之
際
者
二
歳
、
其
証
極
危
険
、
夭
横
亦
不
鮮
、

世
姑
称
曰
暴
瀉
、
今
稽
諸
軒
岐
之
書
、
則
果
有
所
徴
耶
、
求
諸
長
沙
氏
之
論
、
則
属
何

部
耶
、
寒
熱
之
分
、
表
裡
之
別
、
治
法
亦
不
可
無
所
準
拠
也
、
請
詳
其
説
、

夫
医
之
於
治
療
也
、
不
徴
諸
軒
岐
、
則
未
以
為
有
拠
焉
、
不
求
諸
長
沙
、
則
未
以
為
有
法
焉
、

軒
岐
建
言
長
沙
設
論
也
、
今
暴
泄
之
証
、
危
険
殊
甚
、
夭
横
亦
不
鮮
、
則
不
知
軒
岐
之
言
、

亦
無
所
徴
乎
、
長
沙
之
論
、
亦
無
所
求
乎
、
噫
其
然
、
豈
其
然
乎
、
長
沙
拠
軒
岐
而
設
法
、

所
謂
三
陽
三
陰
是
也
、
三
陽
三
陰
分
六
部
、
則
寒
以
属
陰
、
熱
以
属
陽
、
分
虚
実
、
配
裏
、

則
有
上
下
、
有
浅
深
、
軽
重
緩
急
、
悉
可
以
随
法
施
方
也
、
夫
既
随
法
施
方
、
亦
皆
不
外
於

三
陰
三
陽
、
三
陰
三
陽
拠
軒
岐
而
設
法
、
則
随
其
法
者
、
謂
之
求
于
長
沙
、
亦
何
強
、
謂
之

徴
于
軒
岐
、
亦
何
強
、
但
其
証
之
暴
急
也
、
長
沙
論
中
似
無
其
類
矣
、
然
長
沙
一
設
其
論
、

医
治
之
法
方
始
定
焉
、
譬
諸
有
規
矩
準
縄
、
而
方
円
平
直
無
不
可
成
者
、
規
矩
準
縄
有
常
法
、

而
方
円
平
直
無
定
器
、
雖
則
無
定
器
乎
、
亦
以
常
法
当
之
、
何
器
不
方
円
平
直
哉
、
今
医
熟

乎
長
沙
之
定
法
、
随
証
施
其
治
、
雖
有
寒
熱
虚
実
、
亦
唯
不
違
補
瀉
温
涼
之
道
、
則
何
疾
不

治
、
但
天
行
時
気
之
不
均
也
、
暴
急
不
及
于
事
、
危
険
不
可
救
者
、
雖
医
聖
亦
将
如
之
何
、

乃
以
帰
于
天
命
、
亦
為
不
強
焉
、

		


又
代
人
対

昔
者
長
沙
氏
、
著
傷
寒
論
、
疾
医
法
方
始
定
焉
、
迺
建
三
陰
三
陽
之
編
目
、
以
指
示
病
邪
之

所
在
、
表
裏
浅
深
之
位
、
与
寒
熱
虚
実
之
分
也
、
後
世
之
医
、
準
拠
乎
斯
、
百
疾
無
不
可
治

者
矣
、
至
于
叔
和
氏
撰
次
之
、
妄
加
其
意
以
攙
之
、
玉
石
混
淆
、
不
可
得
而
弁
覈
焉
、
然
辞

簡
而
旨
深
、
徴
諸
事
実
、
其
効
影
響
、
謂
之
長
沙
之
旧
而
可
、
抑
亦
辞
煩
而
旨
浅
、
施
諸
治

疾
、
頑
然
無
験
、
謂
之
叔
之
攙
、
不
亦
善
乎
、
論
末
所
載
、
霍
乱
編
者
、
専
論
池
利
嘔
吐
証
、

則
所
謂
暴
泄
兼
嘔
吐
、
亦
係
于
斯
乎
、
然
其
論
有
所
不
尽
、
而
其
方
亦
不
為
足
矣
、
但
五
苓

理
中
四
逆
之
類
、
菫

〈
僅
カ
〉々

乎
不
過
三
四
方
、
則
未
足
以
療
時
行
暴
急
之
病
也
、
是
無
他
、
均
因

叔
和
之
攙
焉
、
夫
霍
乱
之
名
、
蓋
非
長
沙
之
所
命
、
何
則
過
飲
食
生
冷
、
腹
痛
煩
満
嘔
吐
泄

瀉
者
、
非
寒
則
熱
、
非
虚
則
実
、
豈
出
于
三
陰
三
陽
之
外
哉
、
然
則
既
有
三
陰
三
陽
編
、
亦

豈
可
別
有
霍
乱
編
哉
、
而
有
之
者
、
得
無
非
叔
和
之
攙
哉
、
但
其
一
二
可
取
者
、
皆
傷
寒
厥

陰
証
、
其
論
雖
主
吐
利
、
亦
非
必
霍
乱
之
証
、
則
其
取
諸
厥
陰
編
、
以
補
之
也
必
矣
、
然
則

所
謂
時
行
暴
泄
之
病
、
殆
無
所
準
拠
焉
乎
、
豈
其
然
乎
、
其
証
亦
非
寒
則
熱
、
非
虚
則
実
、

固
不
出
于
三
陰
三
陽
之
外
、
則
寒
則
温
之
、
熱
則
清
之
、
虚
則
補
之
、
実
則
瀉
之
、
乃
白
虎

承
気
之
類
、
真
武
四
逆
之
輩
、
或
瓜
蒂
、
或
備
急
、
求
諸
三
陰
三
陽
部
中
、
則
其
方
亦
不
乏
、

以
是
療
之
、
不
治
者
命
也
、
豈
我
所
知
乎
哉
、
若
夫
軒
岐
之
言
博
矣
、
後
世
時
行
之
病
、
似

無
所
徴
矣
、
然
三
陰
三
陽
之
名
剏
于
是
、
則
長
沙
之
編
目
、
亦
本
乎
此
、
故
求
于
長
沙
而
得

其
法
、
則
軒
岐
之
言
、
雖
一
々
不
徴
、
亦
無
害
乎
為
医
也
、

	

治
験
【
慶
応
紀
元
乙
丑
閏
五
月
廿
六
日
於
再
春
館
試
業
焉
乃
持
以
下
之
文
五
道
以
出
席
】

壬
戌
之
歳
、
麻
疹
大
流
行
、
海
内
一
統
、
蓋
無
所
不
触
矣
、
若
我
邦
至　

官
吏
出
銭
幣
、
為

窮
民
償
、
医
薬
之
價
、
乃
拙
工
如
余
者
、
亦
八
九
旬
之
間
、
而
療
三
百
有
余
人
、
則
高
手
輩
、

昼
夜
不
遑
寧
処
、
若
夫
順
逆
二
証
、
蓋
有
所
前
定
、
而
不
因
医
之
工
拙
、
則
但
険
一
証
、
因

医
治
以
定
其
死
生
、
吾
徒
豈
可
不
慎
哉
、
而
拙
療
中
、
険
証
亦
不
募
矣
、
而
莫
険
於
我
隣
家

末
男
焉
、
如
兼
疫
、
如
兼
痢
、
危
殆
万
状
、
因
以
為
鬼
籙

〈
録
カ
〉上

之
人
、
漸
転
而
活
者
、
天
也
、

非
庸
療
凡
治
所
能
焉
、
然
猶
未
擲
其
匙
、
日
精
考
熟
慮
、
而
至
遁
死
亡
、
則
亦
下
手
之
偶
中

乎
、
非
敢
以
為
治
験
也
、
其
初
如
感
冒
、
雖
有
発
熟
、
亦
不
翕
々
、
雖
有
悪
寒
、
亦
不
嗇
々
、

但
其
神
気
欝
々
、
或
寐
或
興
、
未
全
就
蓐
、
家
人
慮
其
為
疹
初
、
従
容
請
余
薬
、
以
服
余
亦

未
及
精
診
、
与
他
家
軽
証
一
視
、
与
葛
根
湯
以
服
之
、
既
歴
三
四
日
、
荏
苒
如
解
者
両
日
、

至
六
七
日
熱
漸
加
、
麻
疹
発
于
周
身
、
於
是
家
人
皆
安
息
曰
、
是
人
々
皆
所
不
遁
、
既
已
発

出
、
則
其
瘥
不
亦
近
乎
、
而
猶
未
終
其
日
、
疹
皆
没
入
、
忽
然
不
見
、
家
人
怪
懼
以
告
、
則

余
亦
遽
然
至
診
、
其
脉
洪
数
、
其
熱
蒸
々
、
其
目
光
燿
、
喚
渇
呼
飲
、
臥
起
輾
転
不
安
、
乃
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与
白
虎
加
人
参
湯
、
服
之
数
貼
、
須
臾
渇
止
、
亦
倐
忽
而
発
、
煩
躁
悶
乱
、
言
語
如
狂
、
嘖
々

喋
々
、
因
又
作
大
承
気
湯
数
貼
与
之
、
大
便
得
快
利
、
而
後
煩
躁
讝
語
時
或
止
、
然
其
熱
不

敢
退
、
往
来
発
作
、
数
日
不
止
、
時
或
尿
血
、
渇
亦
発
、
則
作
大
柴
胡
加
石
膏
湯
、
服
之
数

日
、
熱
気
漸
退
、
既
而
又
下
利
不
止
、
或
紅
或
白
、
宛
然
膿
血
利
也
、
此
時
気
力
漸
衰
、
身

体
羸
痩
、
脉
亦
沈
微
、
則
或
眞
武
加
人
参
、
或
桃
花
加
俯
子
、
転
用
稍
久
、
而
後
下
利
漸
止
、

然
穀
気
僅
々
、
衰
脱
益
甚
、
身
体
在
床
、
不
能
自
転
側
、
背
脊
久
黏
茵
蓐
、
皮
膚
摩
剥
、
而

生
床
瘡
、
于
肩
于
腰
、
痛
苦
難
堪
、
終
潰
爛
如
癰
、
日
夜
出
膿
汁
、
臭
穢
穿
鼻
、
雖
父
母
兄

弟
、
亦
不
以
為
潔
、
亦
甚
困
矣
、
於
是
乎
内
服
十
全
大
補
湯
、
外
伝
中
和
白
明
諸
膏
、
節
飲

食
、
慎
労
動
、
七
旬
有
余
日
、
而
始
歩
至
隣
村
、
此
男
歳
十
六
、

一
女
子
歳
十
一
、
罹
于
痘
、
既
見
点
、
而
熱
仍
不
解
、
狂
言
妄
語
、
如
見
鬼
状
、
殆
無
精
神
、

一
医
療
之
、
初
以
葛
根
湯
、
次
慮
蚘
証
、
以
大
柴
胡
加
鷓
鴣
湯
、
而
蚘
不
落
、
熱
亦
自
若
、

食
餌
絶
粒
、
家
人
遽
譟
、
更
徴
一
医
、
一
医
視
其
無
精
神
、
以
為
痘
毒
深
劇
之
所
致
、
亦
無

生
理
矣
、
乃
人
参
野
猪
膽
合
煎
、
与
之
而
去
、
既
而
徴
余
、
余
往
診
之
、
時
身
無
大
熱
、
脉

浮
而
有
力
、
更
無
異
証
、
但
精
神
慌
惚
、
之
目
有
視
、
而
口
無
言
、
余
命
出
其
舌
、
而
不
敢
、

其
痘
不
甚
稠
蜜
、
亦
無
悪
点
、
因
熟
考
之
、
蚘
則
蚘
也
、
然
其
所
居
必
高
矣
、
是
蓋
柘
彰
常

所
謂
貫
心
之
蚘
也
、
非
烏
頭
不
能
下
之
、
乃
前
医
所
用
、
大
柴
胡
加
鷓
鴣
湯
、
更
加
烏
頭
、

作
三
貼
、
与
之
去
、
翌
日
又
徴
余
、
蓋
前
夜
蚘
落
者
二
頭
、
然
目
視
而
口
不
言
如
前
日
、
但

応
余
命
、
僅
出
其
舌
者
、
不
与
前
日
同
、
則
余
知
其
行
将
就
精
神
、
然
家
人
驚
譟
、
謂
余
曰
、

此
女
当
無
生
、
縦
仮
卿
以
霊
以
生
、
亦
万
一
之
僥
倖
耳
、
余
曰
、
未
必
然
、
今
少
服
前
方
、

下
蚘
若
于
頭
、
則
必
当
就
精
神
、
既
就
精
神
、
則
食
亦
必
進
、
若
夫
痘
則
軽
証
、
亦
不
足
患

矣
、
而
又
与
前
方
三
貼
、
翌
朝
又
夙
徴
焉
、
余
問
使
曰
、
精
神
既
出
乎
、
使
曰
未
也
、
無
与

前
日
更
異
耳
、
余
因
怪
謂
、
精
神
之
不
出
、
日
既
久
矣
、
寧
得
無
非
死
証
乎
、
促
行
而
至
、

時
病
女
在
蓐
中
而
食
、
主
人
視
余
出
迎
、
乃
欣
然
謂
余
曰
、
病
女
因
霊
薬
、
下
蚘
若
于
頭
、

漸
而
精
神
出
、
今
食
亦
少
進
、
蓋
亦
得
活
乎
、
不
亦
枯
木
之
花
哉
、
然
下
者
皆
死
蚘
也
、
敢

問
何
故
、
余
曰
、
是
蓋
中
烏
頭
毒
也
、
不
為
念
焉
主
人
曰
然
哉
、
何
幸
如
之
、
敢
不
重
拝
大

徳
哉
、
余
亦
従
容
進
診
、
顔
色
和
麗
、
言
語
如
常
、
痘
亦
能
起
脹
、
乃
謂
主
人
曰
、
凡
治
痘

之
諸
書
、
多
忌
下
剤
而
不
用
、
然
余
別
所
見
、
則
下
剤
数
日
、
亦
無
障
礙
矣
、
主
人
曰
唯
々
、

遂
招
前
医
、
指
揮
後
方
、
托
全
治
而
去
、
其
後
主
人
来
謝
、
蓋
貫
膿
収
靨
等
、
如
順
証
云
、

凡
医
之
療
病
也
、
臨
変
逐
機
、
以
為
甚
難
矣
、
然
持
重
之
術
、
亦
難
矣
哉
、
但
有
緩
急
以
従

之
、
医
之
大
要
也
、
余
嘗
見
一
里
胥
患
虚
労
、
其
医
探
古
今
之
方
、
百
治
無
験
矣
、
以
為
行

将
至
瘵
也
、
因
謂
病
家
曰
、
余
治
久
無
功
矣
、
請
徴
他
医
以
譲
焉
、
病
家
不
決
、
命
匙
人
撰

其
医
、
余
偶
当
其
撰
、
遂
投
東
於
余
以
徴
焉
、
備
陳
其
情
状
、
礼
敬
懇
到
、
余
義
不
可
辞
焉
、

遂
住
而
診
、
顔
色
憔
悴
、
臥
起
不
安
、
其
脉
浮
而
無
力
、
声
音
微
耹
如
蚊
、
余
嘗
知
其
人
、

性
質
堅
固
、
事
務
不
苟
、
蓋
其
奉
職
之
間
、
思
慮
勉
強
之
深
、
謹
慎
労
苦
之
積
、
終
致
此
患

者
也
、
故
胸
痛
心
悸
、
寤
寐
煩
燥
、
精
液
内
虚
、
皮
肉
外
脱
、
自
非
滋
潤
調
和
、
安
能
得
瘳

之
、
然
是
不
宜
急
治
也
、
自
今
服
余
薬
、
亦
非
経
数
旬
、
其
験
不
可
見
焉
、
病
者
曰
、
敢
唯

命
之
従
乎
。
乃
与
灸
甘
草
湯
、
日
服
三
貼
、
三
旬
余
、
而
始
覚
少
快
、
病
者
石
心
、
敢
不
怠

薬
、
余
亦
貫
用
一
方
、
漸
々
向
吉
、
凡
経
百
有
数
十
日
、
而
復
于
常
、

	

麻
疹
治
法
論

昔
吾
聞
之
大
孺
人
云
、
麻
疹
二
十
五
年
一
流
行
、
余
出
母
胎
即
病
、
二
十
五
歳
而
又
流
行
、

果
如
大
孺
人
之
言
也
、
然
此
時
余
在
医
黌
未
施
治
、
則
雖
不
記
其
詳
、
大
抵
皆
軽
証
耳
、
未

聞
其
有
険
証
、
矧
於
死
者
乎
、
故
自
以
為
麻
疹
無
死
証
、
昔
聞
其
有
死
者
、
蓋
或
兼
痢
、
或

兼
蚘
、
因
循
以
及
焉
、
唯
一
痲

〈
麻
カ
〉疹

、
而
死
者
絶
無
之
、
其
後
数
年
、
而
又
流
行
、
時
余
既
在

家
而
施
治
、
則
数
十
余
人
、
瘥
于
吾
匙
、
然
是
蓋
似
者
、
而
非
真
者
、
故
無
麻
疹
名
、
然
亦

非
別
病
、
我
邦
俗
称
麻
疹
曰
波
滋
葛
、
其
似
者
只
曰
滋
葛
、
以
軽
之
故
也
、
其
真
麻
疹
者
、

三
十
八
年
而
大
流
行
、
大
孺
人
之
言
、
亦
有
逕
庭
也
、
時
余
六
十
三
歳
、
与
養
子
及
一
二
門

人
、
専
施
其
治
、
文
久
壬
戌
之
歳
、
我
郷
自
七
月
経
八
月
至
閏
月
、
八
九
旬
之
間
、
療
三
百

有
余
人
、
死
者
五
人
、
危
険
引
日
者
数
十
人
、
是
蓋
余
之
幸
而
然
也
、
聞
医
所
療
、
険
逆
之

証
、
不
啻
陪
蓰
也
、
是
蓋
非
医
治
之
罪
、
疹
毒
深
劇
、
前
古
所
無
、
是
以
然
也
、
於
是
乎
吾

昔
以
為
無
死
証
者
、
亦
大
相
逕
庭
也
、
嗚
呼
昔
則
如
彼
軽
易
、
今
則
如
斯
険
逆
、
何
然
異
也
、

凡
病
者
変
也
、
雖
則
変
乎
、
一
発
不
再
、
限
日
期
年
、
概
有
常
数
者
、
唯
痘
疹
為
然
也
、
然

至
近
世
、
流
行
不
限
年
、
其
発
不
限
日
、
其
毒
之
浅
深
、
其
証
之
軽
重
、
与
昔
年
不
啻
霄
壌
、

昔
病
而
今
又
病
者
有
之
、
一
発
隔
年
再
発
者
有
之
、
如
兼
疫
者
有
之
、
如
兼
痢
者
有
之
、
余

毒
発
而
為
瘡
疥
者
有
之
、
陷
而
内
攻
者
有
之
、
既
瘥
而
食
復
者
有
之
、
又
労
復
者
有
之
、
千

態
万
状
、
不
可
得
而
定
極
也
、
是
天
運
時
気
之
有
異
乎
、
抑
人
生
古
今
之
有
別
乎
、
不
啻
世

人
之
惑
、
医
亦
諸
書
之
論
説
、
曰
虚
実
、
攻
撃
温
補
、
区
以
別
、
則
更
無
所
適
従
焉
、
噫
豈
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果
無
所
適
従
乎
、
亦
不
知
我
所
為
道
也
、
昔
者
張
長
沙
脩
復
寒
論
、
而
垂
道
於
将
来
、
則
後

世
之
医
、
能
依
其
法
用
其
方
、
則
百
爾
諸
病
、
無
不
可
得
而
治
者
、
唯
如
痘
疹
、
不
載
其
名
、

則
以
為
其
法
方
、
無
所
依
用
焉
、
所
以
有
活
幼
瑣
言
弁
要
等
諸
書
也
、
殊
不
知
長
沙
伝
道
教

法
者
也
、
豈
悉
載
其
名
、
以
于
後
世
哉
、
譬
諸
大
匠
授
規
矩
、
取
者
熟
諸
其
手
、
何
方
員
不

得
而
為
哉
、
然
規
矩
者
一
定
之
法
、
而
方
員
之
器
、
大
小
無
定
矣
、
若
但
為
一
定
之
方
員
、

而
不
能
為
無
定
之
方
員
、
是
豈
能
取
規
矩
者
哉
、
必
為
無
定
之
方
員
、
而
後
以
為
良
工
也
、

長
沙
之
論
者
、
一
傷
寒
之
治
法
、
而
百
病
之
証
、
変
化
無
窮
矣
、
若
但
知
一
傷
寒
之
治
法
、

而
不
知
百
病
無
窮
之
治
法
、
是
豈
能
学
長
沙
者
哉
、
必
知
百
病
無
窮
之
治
法
、
而
後
以
為
良

医
也
、
今
吾
為
麻
疹
之
治
、
亦
豈
他
之
求
哉
、
宜
求
諸
長
沙
、
則
其
初
熱
、
以
発
表
為
法
、

以
大
陽
為
位
、
桂
麻
葛
根
諸
方
、
随
証
撰
用
、
則
軽
者
乃
瘥
、
重
者
不
瘥
、
既
而
不
瘥
、
則

其
邪
進
而
位
于
少
陽
、
乃
亦
以
和
解
為
法
、
大
小
柴
胡
、
諸
方
不
乏
、
而
猶
不
瘥
者
、
弥
進

而
位
于
陽
明
、
白
虎
以
清
之
、
承
気
以
下
之
、
驅
熱
退
邪
之
方
、
無
不
足
矣
、
若
夫
裡
虚
之

人
、
其
毒
陷
而
位
于
三
陰
、
則
附
子
真
武
四
逆
諸
湯
、
無
不
備
焉
、
或
兼
痢
兼
蚘
、
諸
証
雑

出
、
則
察
其
虚
実
、
勉
其
寒
熱
、
随
証
施
其
治
、
固
不
出
於
三
陽
三
陰
之
外
、
是
豈
翅
麻
疹

乎
哉
、
其
他
百
病
皆
然
也
、
是
謂
之
学
一
規
矩
、
而
為
百
方
員
、
不
亦
善
乎
、
且
也
取
長
沙

之
規
矩
、
而
為
百
病
之
方
員
、
則
後
世
諸
家
之
方
、
取
以
為
刀
鋸
錐
鑿
、
亦
不
妨
也
何
、
必

固
執
於
長
沙
、
而
不
顧
其
他
之
為
哉
、
但
要
取
規
矩
熟
其
手
、
精
為
百
方
員
也
、
文
久
三
癸

亥
九
月
城
允
撰
、

	

戲
論
種
痘
事

或
問
余
曰
、
種
痘
果
有
益
乎
、
抑
亦
無
乎
、
請
詳
聞
之
、
余
笑
而
不
答
、
或
艴
然
不
喜
、
毅

然
正
色
曰
、
汝
非
嘗
脩
医
者
乎
、
盍
詳
汝
説
以
諭
焉
、
余
曰
、
若
夫
医
事
乎
、
則
吾
所
講
習
、

豈
不
承
其
問
哉
、
今
子
所
問
、
非
医
事
、
豈
吾
所
答
哉
、
或
曰
、
痘
者
非
医
所
与
乎
、
曰
痘

病
名
也
、
治
之
法
、
固
医
所
講
習
也
、
至
于
種
之
、
豈
医
所
為
哉
、
方
今
重
糈
餬
口
之
徒
、

固
不
知
医
道
者
之
事
也
、
為
医
者
豈
知
之
哉
、
夫
痘
之
為
病
、
初
熱
見
点
、
起
脹
貫
膿
、
收

靨
結
痂
、
限
日
期
年
、
一
触
不
再
、
不
与
他
諸
病
同
、
可
謂
怪
病
矣
、
渠
因
其
怪
病
、
而
起

怪
意
、
設
怪
法
而
施
之
、
不
亦
怪
技
乎
、
不
可
以
正
医
之
道
論
焉
、
請セ

イ

以
戲
謔
言
之
、
可
乎

曰
可
矣
、
余
曰
、
種
痘
之
起
、
吾
不
遑
問
其
濫
觴
、
当
今
蛮
貊
之
支
流
、
奔
溢
乎
我
、

東
方
、
蕩
々
懐
山
、
浩
々
襄
陵
、
下
民
墊
溺
、
豈
翅
下
民
乎
、
高
貴
卿
士
、
亦
或
喜
其
迸
滴
、

愛
其
波
及
、
甚
矣
哉
、
怪
之
易
行
、
而
正
之
難
明
也
、
是
君
子
不
知
命
、
小
人
不
知
分
故
也
、

渠
乗
其
隙
、
夸
張
其
技
、
唱
曰
、
種
一
痘
、
則
生
一
痘
、
種
二
痘
、
則
生
二
痘
、
々
之
多
少
、

其
心
之
所
欲
也
、
而
起
脹
貫
膿
、
收
靨
結
痂
、
八
九
日
而
愈
、
無
亦
再
触
也
是
転
重
乎
軽
、

遁
凶
乎
吉
、
至
善
之
道
也
、
以
之
陥
于
夫
人
、
弋
浮
名
、
射
財
利
、
若
有
不
信
者
、
仮
官
吏

有
司
之
力
、
以
徧
誘
之
、
是
以
無
都
鄙
貴
賤
、
皆
相
染
相
泥
、
然
種
而
果
遁
乎
、
不
日
而
触

正
痘
、
順
逆
険
難
、
不
異
于
常
者
不
寡
矣
、
於
是
乎
渠
諭
其
人
曰
、
種
而
生
者
、
有
仮
有
真
、

故
問
或
触
者
、
仮
而
非
真
、
至
于
真
則
敢
無
触
矣
、
然
使
渠
撰
其
真
仮
、
亦
無
能
弁
、
則
其

所
謂
真
仮
、
亦
一
時
之
遁
辞
耳
、
又
其
種
而
不
即
触
、
歴
数
月
数
年
而
触
者
有
之
、
則
改
其

言
曰
、
是
一
時
避
流
行
之
法
耳
、
非
日
終
身
遁
痘
也
、
故
毎
流
行
種
之
、
可
以
暫
避
其
難
耳
、

然
無
種
之
始
、
亦
自
然
而
不
触
者
有
之
、
又
今
種
而
遁
、
或
不
遁
而
触
者
有
之
、
則
種
而
遁

乎
、
自
然
而
遁
乎
、
不
可
分
明
知
焉
、
然
則
不
可
亦
以
為
避
之
法
也
、
於
是
乎
又
改
其
言
曰
、

種
而
触
者
、
雖
触
必
軽
矣
、
無
有
険
逆
証
也
、
而
渠
之
舌
猶
未
乾
、
而
触
者
亦
不
必
軽
、
或

険
逆
而
斃
者
、
往
々
而
有
之
、
則
其
言
雖
如
簧
乎
、
亦
無
由
改
耳
、
然
則
其
果
有
益
乎
、
抑

亦
無
乎
、
世
人
概
当
有
知
者
、
豈
必
待
吾
言
哉
、
且
渠
種
痘
之
事
、
其
要
亦
安
在
、
欲
使
夫

人
無
夭
横
乎
、
抑
亦
欲
使
無
醜
面
乎
、
死
生
者
命
也
、
醜
艶
者
分
也
、
分
之
与
命
者
、
定
乎

有
生
之
始
、
如
之
何
得
使
免
之
於
既
生
之
後
哉
、
故
雖
有
痘
痕
乎
、
其
面
不
必
醜
、
却
優
於

無
者
有
之
、
雖
無
痘
痕
乎
、
其
面
不
必
艶
、
却
劣
於
有
者
、
亦
往
々
有
之
、
則
醜
艶
豈
必
在

痘
哉
、
夫
人
必
有
其
分
而
定
、
矧
其
寿
夭
長
短
、
亦
必
有
其
命
而
定
、
則
遁
痘
而
死
乎
疹
、

遁
疹
而
斃
乎
痢
、
其
它
諸
病
、
亦
未
有
敢
不
死
者
、
嗚
呼
小
人
不
知
之
、
固
其
所
也
、
君
子

而
不
知
之
、
不
可
謂
君
子
、
渠
之
覬
覦
其
隙
、
不
亦
宜
乎
、
然
渠
亦
未
能
種
疹
、
亦
未
能
種

痢
、
其
它
諸
病
、
亦
皆
未
能
種
者
、
以
有
命
分
也
、
吾
聞
命
分
之
外
、
無
所
求
福
、
渠
若
重

改
其
言
、
曰
種
不
死
之
命
分
、
則
吾
亦
誠
信
而
従
之
、
然
蓋
亦
無
所
取
其
苗
矣
、
或
粲
然
笑

而
去
、
元
治
［
改

〈
是
本
〉］

元
夏
六
月
城
允
撰
、

〈
頭
注
〉

医
黌
祭
酒
富
田
公
寛
先
生
評
之
曰
、
確
乎
正
言
、
同
盟
之
人
、
豈
可
不
一
心
以
与
之
乎
、
医

流
醜
蔽
、
雖
振
古
有
之
、
蓋
莫
甚
於
方
今
、
余
始
恒
謂
、
都
下
軽
薄
之
風
、
医
蔽
尤
甚
、
加

之
以
流
俗
之
無
恒
、
其
勢
潰 

々
［
潰〈
是
本
〉］

 

不
可
禦
、
無
如
之
何
耳
、
県
郷
則
不
然
、
必
有
淳
厚
之
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風
而
存
焉
、
雖
氓
之
蚩 

々
［
蚩〈
是
本
〉］

 

乎
、
病
家
必
多
有
恒
者
矣
、
今
閲
此
書
、
則
都
鄙
何
有
所
殊

別
哉
、
嗚
呼
不
亦
傷
乎
、
雖
然
、
会
盟
約
言
一
行
、
則
闔
郷
之
医
生
、
必
生
廉
恥
矣
、
病
家

亦
必
自
然
有
所
弁
知
矣
、
風
漸
之
所
被
必
又
及
于
他
郷
乎
、
可
謂
一
盛
事
也
、

資
料
・
読
み
下
し

〈
本
文
〉

	

会
盟
書

医
の
事
を
為
す
は
法
方
に
熟
す
に
在
り
。
夫
人
得
て
賊
な
わ
ざ
る
を
欲
す
と
雖
も
、
法
方
に

熟
せ
ざ
る
は
必
ず
治
療
を
誤
る
。
是
故
吾
郷
の
医
輩
、
嘗
て
毎
月
旬
念
を
以
て
各
亭
に
て
輪

会
す
。
旬
に
講
書
し
、
念
に
附
方
す
。
治
術
に
精
し
か
ら
ん
と
欲
す
る
な
り
。
夫
書
を
講
ず

る
は
法
を
明
ら
か
に
す
る
以
所
な
り
て
、
猶
匠
人
規
矩
を
学
ぶ
が
ご
と
し
。
規
矩
を
学
び
て

諸こ
れ

其
に
熟
せ
ば
、
則
ち
其
の
方
員
を
為
す
に
及
び
、
毫
も
違
う
こ
と
無
し
。
法
を
明
ら
か
に

し
、
諸こ

れ

其
の
心
を
脩
む
れ
ば
、
則
ち
其
の
疾
疢
を
療い

や

す
に
及
び
、
亦
一
と
し
て
誤
る
こ
と
無

し
。
夫
れ
附
方
の
若ご

と

き
は
、
其
書
を
諳
誦
す
る
所
以
な
り
て
、
猶
武
夫
の
射
を
習
う
が
ご
と

し
。
射
を
習
い
て
諸
的
候

〈
侯
カ
〉に

試
み
、
百
発
誤
ら
ざ
れ
ば
則
ち
軍
に
臨
み
て
必
ず
其
敵
を
斃
す
。

其
書
を
諳
誦
し
、
諸こ

れ

脈
証
を
稽か

ん
がう

。
百
方
惑
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
病
に
臨
む
や
必
ず
其
功
を
遂

ぐ
。
書
は
張
長
沙
著
す
所
の
傷
寒
論
・
金
匱
要
略
是
な
り
。
方
は
二
書
所
載
の
薬
剤
是
な
り
。

豈
務
め
ず
し
て
熟
習
せ
べ
け
ん
や
。
乃
ち
講
書
簿
・
附
方
簿
を
置
き
、
以
て
月
日
・
亭
・
号
・

出
席
欠
席
の
姓
名
、
贖
罪
等
の
事
を
詳
記
す
。

一
つ
。
医
の
業
は
固
よ
り
賤
な
り
。
郷き

ょ
う
り
ょ閭

無
禄
の
輩
は
、
皆
奔
走
に
衣
食
す
れ
ば
、
則
ち
歳

時
寧
処
に
遑
あ
ら
ず
。
故
に
講
習
の
事
は
、
幼
弱
猶
い
ま
だ
施
行
せ
ざ
る
者
の
事
の
ご
と
き

な
り
。
然
れ
ば
講
習
は
虚
に
し
て
、
施
行
は
実
な
り
。
虚
を
講
し
、
実
を
施
す
。
其
効
を
符

号
す
る
は
亦
難
し
。
且
つ
人
の
性
は
皆
賢
な
ら
ず
。
一
習
し
て
も
終
身
遺
わ
ず
し
て
忘
る
る

も
の
な
り
。
幾こ

い
ね
が
わ希

く
は
、
故
に
吾
輩
の
業
、
行
習
行
施
す
る
こ
と
を
。
亦
誤
治
せ
ざ
ら
ん
と

欲
す
る
は
、
慎
の
至
な
り
。
然
れ
ば
寧
処
の
遑
あ
ら
ざ
る
な
り
。
豈
屡

し
ば
し
ば会

を
得
て
屡

し
ば
し
ば講

せ

ん
や
。
是
を
以
て
一
月
に
僅
に
二
日
を
期
し
、
事
に
不
懈
を
欲
す
る
は
実
な
り
。
豈
得
て
幼

時
の
如
く
汲
々
た
る
者
た
ら
ん
か
。
然
れ
ば
二
日
欠
席
す
れ
ば
則
ち
一
月
講
習
を
懈お

こ
たり

、
何

ぞ
以
て
能
く
熟
す
る
こ
と
を
得
ん
や
。
故
に
斯
盟
に
与あ

ず
かる

者
は
、
務
め
て
欠
席
せ
ざ
ら
ん
こ

と
を
要
す
。
若
し
事
故
有
り
て
欠
す
れ
ば
、
則
ち
必
ず
以
て
柬

〈
諫
カ
〉告

す
。
敢
え
て
違
戻
す
る
こ

と
無
し
。
犯
す
者
は
罰
有
り
。

一
つ
。
医
者
た
れ
ば
常
に
須
ら
く
礼
義
を
弁
う
べ
し
。
礼
義
弁
え
ざ
れ
ば
必
ず
交
情
を
失
す
。

交
情
一
失
す
れ
ば
、
同
職
の
生
隙
、
不
祥
莫
大
な
り
。
凡
そ
同
職
の
生
隙
、
多
く
会
診
の
道

在
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
夫
会
診
の
道
、
原
医
は
後
医
を
徴
し
、
而
し
て
其
匙
を
譲
る
は
礼

な
り
。
後
医
之こ

れ

を
辞
し
て
其
匙
を
執
ら
ざ
る
は
義
な
り
。
礼
義
の
医
は
必
ず
相
議
相
熟
し
、

治
方
は
其
宜
し
き
に
随
う
。
亦
安
ん
ず
誤
る
所
有
ら
ん
や
。
但た

だ

後
医
を
徴
し
て
譲
ら
ざ
る
は

貧
な
る
の
み
。
承
譲
し
て
辞
さ
ざ
る
は
惏
な
り
。
貪
惏
の
医
は
投
薬
を
以
て
報
を
得
る
を
務

め
て
為
す
。
治
方
の
宜
し
か
ら
ざ
る
は
、
亦
何
ぞ
論
ず
る
に
足
ら
ん
か
。
其
甚
し
き
に
至
れ

ば
、
則
ち
原
医
の
招
を
待
た
ず
、
自
ら
行
い
て
其
薬
を
施
す
。
原
医
来
り
て
其
非
を
責
め
れ

ば
、
則
ち
遁
辞
憒
々
、
病
家
に
罪
を
帰
す
る
に
及
ぶ
。
病
家
は
多
く
愚
俗
に
し
て
、
亦
安
ん

ぞ
礼
義
を
弁
え
ん
や
。
故
に
以
て
其
招
か
ざ
り
し
も
来
り
て
信
を
為
す
。
其
乞
わ
ざ
る
を
を

以
て
仁
を
為
す
。
未
だ
其
心
の
寓
す
る
所
を
知
ら
ず
。
悲
し
い
か
な
。
医
人
固
よ
り
当
に
道

を
学
ぶ
べ
し
。
豈
礼
義
を
弁
え
ざ
る
べ
け
ん
や
。
故
に
会
診
の
道
、
必
ず
し
も
病
家
に
非
礼

を
責
め
ず
。
夫
礼
義
を
曰
う
も
弁
う
る
に
足
ら
ざ
る
が
若ご

と

き
者
は
、
不
学
無
道
の
人
に
し
て
、

固
よ
り
吾
会
盟
外
の
医
、
亦
何
ぞ
責
を
用
せ
ん
や
。

一
つ
。
病
家
は
医
の
采
地
な
り
。
各
得
て
領
を
有
す
。
然
れ
ど
も
自
か
ら
に
あ
ら
ず
し
て
官

之こ
れ

を
賜
す
れ
ば
、
彼
来
り
て
我
に
就
く
な
り
。
故
に
信
ず
れ
ば
則
ち
就
く
。
信
ぜ
ざ
れ
ば
則

ち
去
る
。
去
就
の
定
め
無
き
は
非
常
の
有
な
り
。
是
を
以
て
其
地
を
広
げ
ん
と
欲
す
る
者
は
、

先
ず
其
法
を
明
ら
か
に
し
、
其
術
を
精
し
う
す
。
治
功
の
影
響
、
後
に
其
郷
に
名
だ
か
く
、

其
閭り

ょ

に
誉
と
な
る
。
四
方
其
治
を
争
い
て
乞
え
ば
、
則
ち
招
か
ざ
り
し
も
来
た
り
て
、
撫し

た
がわ

ず
し
て
就
く
。
領
を
広
げ
る
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
と
雖
も
、
亦
得
べ
け
ん
か
。
方
今
道
を

知
ら
ざ
る
者
は
、
固
よ
り
其
法
を
明
ら
か
に
す
る
能
わ
ず
。
亦
安
に
か
克
く
其
術
を
精
し
う

す
る
。
但た

だ

其
俗
智
を
逞
う
し
、
以
て
人
を
陥
れ
、
阿お

も
ねり

て
諛へ

つ
らい

、
簧し

た

を
巧
み
に
し
、
技
を
售う

る
を
以
て
利
を
取
ら
ん
と
務
を
為
せ
ば
、
則
ち
富
豪
の
家
を
脅
笑
せ
ん
の
み
。
権
貴
の
門
に

足す
う
き
ょ
う

恭
し
、
惴ず

い

々ず
い

と
し
て
鼻
息
を
卜う

ら
ない

て
以
て
進
む
。
未
だ
原
医
の
誰
た
る
か
を
問
わ
ず
、
病

証
の
如
何
を
弁
え
ず
し
て
、
前
医
の
診
を
妄
誹
す
。
而
し
て
己
術
の
拙
を
忘
れ
、
内
傷
を
以
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て
外
感
と
為
し
、
下
す
べ
き
を
汗
し
、
瀉
す
べ
き
を
補
す
。
早
く
愈
す
べ
き
者
は
、
日
を
引

く
を
久
し
う
す
。
其
治
方
は
朝
夕
改
易
し
、
一
剤
貫
く
べ
き
者
に
は
数
剤
連
投
す
。
安
ん
ぞ

克
く
治
病
を
得
ん
や
。
然
れ
ど
も
愚
俗
は
喩
ら
ず
。
た
だ
其
口
給
に
眩
惑
し
、
靦て

ん

然ぜ
ん

と
し
て

委
任
す
る
者
鮮
か
ら
ず
。
亦
甚
だ
悲
し
か
ら
ず
や
。
道
を
知
る
者
は
自
か
ら
之こ

れ

を
旁
観
し
、

慨
嘆
無
か
ら
ん
と
欲
す
と
雖
も
得
ん
や
。
今
斯
盟
に
与あ

ず
かる

者
は
、
慎
み
て
彼
徒
に
傚
う
こ
と
勿

か
れ
。

一
つ
。
世
人
動や

や

も
す
れ
ば
輙た

や
すく

医
を
改
め
、
諸こ

れ

原
医
を
議
せ
ず
し
て
直
ち
に
他
医
の
薬
を
乞

う
。
方ま

さ

に
此
時
な
り
。
原
医
之こ

れ

を
知
ら
ず
。
後
医
幸
い
に
其
知
ら
ず
し
て
直
ち
に
其
薬
を
与

う
。
道
を
知
ら
ざ
る
者
の
甚
し
き
な
り
。
大
抵
道
を
知
る
者
は
、
必
ず
病
家
を
し
て
原
医
を

招
か
し
む
。
原
医
至
り
て
相
議
相
熟
す
。
治
方
吾
に
与
う
る
と
同
じ
な
れ
ば
則
ち
其
匙
に
妄

執
せ
ず
。
同
じ
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
我
が
用
い
ん
と
欲
す
る
所
の
方
を
言
う
。
原
医
に
議
す
る

を
以
て
、
原
医
不
信
な
れ
ば
則
ち
去
り
、
信
な
れ
ば
則
ち
先
ず
原
医
其
匙
を
執
ら
ん
こ
と
を

請
う
。
原
医
固
辞
し
て
其
匙
を
執
ら
ず
、
夫
よ
り
し
て
後
、
吾
其
匙
を
執
れ
ば
、
則
ち
非
義

た
ら
ざ
る
や
。
夫
危
篤
・
急
迫
の
証
の
若ご

と

き
は
、
礼
義
を
行
う
に
遑
あ
ら
ず
。
宜
し
き
は
其

権
を
以
て
す
る
も
、
必
ず
治
疾
の
要
を
失
わ
ざ
る
な
り
。
但た

だ

病
家
の
求
に
従
う
の
み
。
一
言

原
医
に
告
げ
る
を
以
て
せ
ず
、
直
ち
に
己
薬
を
与
う
。
是
其
采
地
を
奪
う
者
な
り
。
窃
盗
医

と
謂
う
べ
し
。
或
は
病
家
の
招
に
応
ず
る
も
、
原
医
の
会
診
相
議
の
事
に
与あ

ず
かる

こ
と
無
し
。

但た
だ

其
人
来
り
て
告
げ
る
の
み
。
曰
く
、
嘗
て
汝
の
療
す
る
所
の
者
は
、
今
吾
薬
を
服
せ
ん
と

乞
う
。
汝
将
に
説
有
ら
ん
と
す
る
か
。
無
け
れ
ば
則
ち
之こ

れ

を
与
う
と
。
来
り
て
斯
の
如
く
告

げ
る
。
其
誰
が
説
有
ら
ん
と
曰
う
か
。
要
す
れ
ば
其
采
を
奪
う
者
な
り
。
強
盗
医
と
謂
う
べ

し
、
強
盗
は
窃
盗
よ
り
律
に
於
い
て
は
其
罪
軽
し
。
然
り
と
雖
も
原
医
の
采
地
を
奪
う
に
於

け
る
は
則
ち
一
つ
な
り
。
故
に
二
者
皆
吾
甚
だ
悪
む
所
な
り
。
今
斯
盟
に
与あ

ず
かる

者
は
、
固
よ

り
其
徒
に
従
う
を
許
さ
ざ
る
な
り
。
夫
潛
み
て
之こ

れ

に
従
い
、
姦
侫
邪
を
恣
に
し
て
改
め
ざ
る

者
の
若ご

と

き
は
、
終
身
削
名
し
て
会
中
に
列
せ
ず
。
但た

だ

其
性
不
姦
に
し
て
、
其
心
不
邪
な
る
の

み
。
一
旦
謬
り
て
彼
の
す
る
も
の
に
陥
れ
ど
も
、
人
の
忠
告
に
依
り
、
其
過
を
悔
い
、
其
行

を
改
め
れ
ば
、
則
ち
会
盟
旧
に
復
す
る
を
妨
げ
ず
。

一
つ
。
病
家
の
礼
を
知
ら
ざ
る
は
、
啻
に
愚
俗
の
み
な
ら
ず
、
賢
智
の
人
亦
然
る
な
り
。
之

を
要
す
る
に
皆
医
の
良
き
も
の
を
撰
取
す
る
こ
と
在
り
て
、
然
れ
ば
其
撰
取
す
る
な
り
。
但た

だ

其
心
に
適
う
を
取
る
の
み
。
其
心
に
適
う
も
の
な
る
も
、
必
ず
籧き

ょ

篨じ
ょ

・
戚せ

き

施し

の
医
あ
る
。
豈

必
ず
良
か
ら
ん
や
。
故
に
撰
ぶ
を
悆わ

す

れ
、
良
か
ら
ざ
る
を
悆わ

す

る
る
は
、
礼
の
失
す
る
を
知
ら

ざ
る
な
り
。
医
人
の
義
を
知
ら
ざ
る
は
、
啻
に
郷き

ょ
う
り
ょ閭

の
み
な
ら
ず
、
都
下
の
碩
医
亦
或
は
然

る
な
り
。
之こ

れ

を
要
す
る
に
皆
多
く
治
療
し
て
名
利
を
射
る
こ
と
在
る
な
り
。
然
る
に
名
利
を

射
る
者
は
、
心
治
術
に
在
ら
ず
。
故
に
一
旦
采
地
を
得
る
と
雖
も
、
亦
遽き

ょ

然ぜ
ん

に
し
て
失
う
有

り
。
豈
久
し
く
領
を
得
ん
や
。
義
の
失
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
礼
義
の
失
を
知
ら
ざ
る
は
、
之こ

れ

を
均
し
う
す
る
時
勢
な
り
。
亦
末

［
未
カ
］だ

之こ
れ

を
如
何
と
も
す
る
こ
と
な
し
。
然
り
と
雖
も
、
今
吾

輩
の
盟
す
る
所
は
、
務
め
て
術
に
精
し
く
、
義
を
守
り
て
応
ず
る
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
病

家
亦
遂
に
礼
を
守
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。
病
家
礼
を
守
れ
ば
、
則
ち
籧き

ょ

篨じ
ょ

・
戚せ

き

施し

の
徒
は

進
み
得
ず
。
た
だ
守
義
の
医
は
相
会
相
議
し
、
必
ず
精
診
精
察
し
て
、
後
に
治
療
を
施
さ
ん

の
み
。
則
ち
庶こ

い
ね
が
わ幾

く
は
謬
誤
な
か
ら
ん
こ
と
を
。
然
る
に
則
吾
輩
の
盟
す
る
所
、
務
め
て
違

戻
せ
ざ
れ
ば
、
則
り
啻
に
吾
輩
の
幸
の
み
な
ら
ず
、
亦
病
家
の
幸
な
り
。
一
郷
の
風
靡
は
、
趾

を
挙
げ
て
待
つ
べ
き
な
り
。
豈
啻
に
一
郷
の
み
な
ら
ず
。
異
郷
異
閭
と
雖
も
亦
必
ず
嚮
風
す
。」

一
つ
。
欠
席
は
柬

〈
諫
カ
〉告

を
以
て
せ
ざ
れ
ば
、
罰
銭
百
七
十
五
孔
。
又
四
時
中
月
の
附
方
と
称
罰

会
、
一
方
中
ら
ざ
れ
ば
十
四
孔
を
以
て
贖
う
。
此
日
の
盟
令
頗
る
厳
し
く
、
一
人
の
欠
席
を

許
さ
ず
。
た
だ
凶
服
者
は
其
例
に
あ
ら
ず
。
其
他
疾
病
・
事
故
有
り
と
雖
も
、
其
席
を
欠
す

れ
ば
則
ち
必
ず
柬

〈
諫
カ
〉告

を
以
て
す
。
且
つ
副
う
る
に
罪
銭
百
七
十
五
孔
を
以
て
す
。
其
状
を
告

げ
ざ
る
が
若ご

と

き
は
、
其
日
を
寂
過
し
て
三
百
五
十
孔
。
是
皆
汚
穢
の
銭
に
し
て
、
後
日
に
諸こ

れ

を
畜
う
る
を
欲
せ
ず
。
即
日
酒
肴
を
買
い
、
席
上
悉
く
之こ

れ

を
飲
食
す
。
要
犯
者
は
余
恥
無
く
、

責
は
遺
念
無
き
な
り
。」

右
の
数
件
は
講
書
簿
・
附
方
簿
の
首
に
書
す
。
以
て
会
日
に
供
え
て
常
覧
す
。
要
す
る
に
人
々

を
し
て
遺
忘
せ
し
め
ざ
る
な
り
。
古
は
盟
礼
と
は
牲
を
殺
し
て
血
を
歃す

す

ぎ
て
神
明
に
告
誓
す
。

若
し
背
違
せ
ば
、
神
を
し
て
殃お

う
き
ゅ
う咎

を
加
え
し
め
ん
と
欲
し
、
此
牲
の
如
く
な
ら
し
め
る
な
り
。

又
盟
府
、
司
盟
の
官
有
る
も
、
方
今
の
時
、
盟
府
無
く
、
又
無
殺
牲
の
礼
な
れ
ば
、
則
ち
但た

だ

邦
家
の
故
に
従
う
の
み
。
指
血
を
出
し
、
姓
名
の
下
に
印
す
。
庶こ

い
ね
が
わ幾

く
は
、
同
古
の
盟
礼
を

以
て
す
る
こ
と
を
。
文
久
紀
元
辛
酉
仲
秋
、
城
允
謹
ん
で
撰
す
。

		


貪
医
誤
治
し
て
病
者
天
幸
に
し
て
死
せ
ざ
る
を
得
た
り

一
つ
。
男
子
家
頗
る
富
豪
に
し
て
、
一
朝
卒
然
頭
痛
、
眩
暈
、
背
に
微
悪
寒
す
。
余
診
を
請
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け
、
余
往
診
す
。
脈
浮
緩
に
し
て
翕

き
ゅ
う
き
ゅ
う々の

熱
無
く
し
て
、
又
嗇

し
ょ
く
し
ょ
く々の

悪
寒
無
し
。
た
だ
舌
上

白
胎
し
、
殆
ん
ど
少
陽
の
証
の
如
き
な
り
。
曰
く
、
是
帯
び
る
所
の
邪
は
甚
微
。
然
る
に
平

生
胃
火
盛
ん
な
り
て
心
下
水
気
を
畜
う
。
故
に
上
衝
殊
に
甚
し
。
舌
胎
白
し
と
雖
も
亦
驚
く

べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
乃
ち
苓〈

苓
桂
朮
甘
加
川
芎
湯
カ
〉

桂
朮
甘
加
川
芎
を
与
う
る
こ
と
五
貼
。
翌
朝
又
診
を
請
う
。
頭

痛
止
み
て
眩
暈
未
だ
止
ま
ず
。
因
っ
て
前
方
に
大
黄
を
加
え
、
又
五
貼
を
与
う
。
教
え
て
曰

く
、
之こ

れ

を
服
す
る
に
少
し
之こ

れ

を
下
せ
ば
、
則
ち
眩
暈
亦
当
に
止
む
べ
し
と
。
病
人
は
余
言
を

疑
い
、
僅
に
三
貼
を
服
し
、
余
は
未
だ
服
せ
ず
。
窃ひ

そ
かに

他
医
を
招
き
之こ

れ

を
診
る
。
其
医
は
未

だ
其
平
生
の
胃
火
の
盛
ん
な
る
を
知
ら
ず
。
但た

だ

舌
胎
の
白
を
見
る
の
み
に
し
て
、
其
脈
を
察

せ
ず
。
曰
く
、
是
疫
疾
の
初
起
に
し
て
邪
気
殊
深
な
り
。
今
其
汗
を
発
さ
ず
し
て
下
剤
を
用

う
る
は
、
邪
気
に
陥
る
を
恐
る
。
而
る
に
陽
明
胃
実
証
を
為
す
も
、
其
時
に
至
り
て
臍ほ

ぞ

を
囓

む
に
は
亦
及
ば
ず
。
請
い
て
今
の
薬
を
置
き
、
余
薬
を
以
て
、
庶こ

い
ね
が
わ幾

く
は
危
篤
を
免
れ
ん
こ

と
を
。
如
何
か
其
人
驚
き
て
曰
く
、
病
の
篤
き
は
斯
の
如
く
甚
し
き
か
と
。
曰
く
、
甚
し
き

の
み
と
。
因
っ
て
其
薬
を
請
え
ば
、
則
ち
葛
根
湯
数
剤
を
与
う
と
。
喩
し
て
曰
く
、
此
薬
を

大だ
い

服ぶ
く

し
、
被
衾
を
覆
い
、
其
汗
を
発
す
る
を
以
て
す
べ
し
。
然
ら
ざ
れ
ば
則
ち
危
篤
を
免
れ

ざ
る
な
り
と
。
余
未
だ
其
事
を
知
ら
ざ
り
て
、
此
日
は
故
有
り
て
他
に
適
く
。
自
か
ら
往
診

を
得
ず
。
命
に
因
っ
て
義
子
之こ

れ

を
診
る
。
義
子
往
き
以
て
診
、
初
め
て
其
事
を
聞
く
。
乃
ち

余
の
還
る
を
待
つ
。
備
え
て
其
状
を
告
ぐ
。
余
曰
く
、
彼
医
は
未
だ
其
平
生
を
知
ら
ず
。
胃

火
を
以
て
外
邪
を
為
す
。
且
つ
其
家
の
銅
臭
に
眩
み
て
医
職
の
礼
義
を
忘
る
。
故
に
前
医
の

譲
を
待
た
ず
。
忘
じ
て
己
の
剤
を
投
じ
、
貪た

ん

戻れ
い

殊
に
甚
し
。
其
病
を
縦

ほ
し
い
ま
まに

す
る
渠か

れ

の
如
き
の

言
は
、
亦
豈
余
に
議
す
べ
か
ら
ず
し
て
潜
か
に
其
薬
を
投
ぜ
ん
や
。
汝
応
待
す
る
こ
と
後
日

に
し
て
之こ

れ

に
見
え
よ
と
。
義
子
曰
く
、
唯
と
。
翌
日
病
家
又
余
を
徴
す
る
に
、
一
医
の
言
を

具
告
す
。
余
又
之こ

れ

を
診
る
に
、
脈
状
は
前
日
の
如
く
な
る
も
、
た
だ
気
力
沈
々
と
し
て
、
頗

る
衰
う
る
が
如
し
。
因
っ
て
発
汗
を
問
う
に
、
病
人
答
え
て
曰
く
、
汗
大
出
し
て
心
気
漸
衰

し
、
邪
気
の
定
め
て
深
き
に
応
ず
と
。
余
曰
く
、
否
と
。
邪
気
既
に
去
り
、
胃
火
益
す
盛
ん

な
り
。
是
発
汗
す
べ
か
ら
ず
し
て
大
い
に
発
汗
し
、
津
液
枯
燥
し
て
舌
胎
加
厚
な
り
。
今
薄

き
被
衾
は
、
寒
温
の
身
に
適
い
て
可
な
り
。
必
ず
外
邪
に
陥
り
て
入
裡
の
候
を
為
す
べ
か
ら

ず
。
病
人
唯い

い々

と
し
て
心
未
だ
信
ぜ
ず
。
余
終
に
去
る
。
翌
日
又
余
の
診
を
請
う
も
、
即
ち

義
子
を
し
て
往
か
し
め
辞
し
て
曰
く
、
余
既
に
投
薬
せ
ず
し
て
、
来
診
す
る
も
亦
何
の
益
か

あ
ら
ん
。
夫
一
医
の
助
診
の
若ご

と

き
な
れ
ば
、
則
ち
義
子
等
の
辞
せ
ざ
る
所
な
り
。
亦
善
く
任

ぜ
ざ
ら
ん
や
と
。
余
請
い
て
之こ

れ

を
遁
れ
、
終
に
往
か
ず
。
但た

だ

義
子
を
し
て
時
々
往
か
し
め
其

治
療
の
如
何
を
見
る
の
み
。
蓋
ぞ
又
其
他
医
を
徴
せ
ざ
ら
ん
。
貧
医
数
輩
、
相
診
相
議
し
、

剤
数
方
を
処
す
。
初
め
に
服
す
は
葛

〈
葛
根
湯
カ
〉

根
一
日
。
継
い
で
服
す
は
柴
桂
湯
三
日
。
既
に
し
て
舌

胎
の
黄
黒
に
及
ぶ
。
或
は
大〈

大
柴
胡
湯
カ
〉

柴
胡
を
服
し
、
又
大〈

大
柴
胡
湯
加
芒
硝
カ
〉

柴
胡
加
芒
硝
を
服
す
。
或
は
承
気
養
栄
湯

を
服
し
て
下
利
数
行
、
一
朝
俄
然
と
し
て
舌
胎
拭
う
が
如
し
。
心
気
脱
然
と
し
、
医
其
脱
然

た
る
を
見
て
、
以お

も
え為

ら
く
、
陰
部
に
陥
ら
ん
と
。
因
っ
て
人〈

人
参
附
養
栄
湯
カ
〉

附
養
栄
を
用
ゆ
。
又
補〈

補
中
益
気
湯
カ
〉

中
益
気

を
用
ゆ
。
或
は
交
え
る
に
参
胡
、
芍
薬
を
以
て
し
、
或
は
十〈

十
全
大
補
湯
カ
〉

全
大
補
を
用
ゆ
。
十
数
日
の
間
、

転
用
の
薬
は
凡
そ
九
方
、
朝
に
改
め
夕
に
更か

え
、
妄
射
乱
発
す
。
亦
安
ん
ぞ
能
く
的
中
す
る

を
得
ん
や
。
然
れ
ば
病
者
は
天
幸
に
し
て
、
亦
不
死
を
得
る
な
り
。
嗚あ

呼あ

、
富
家
の
人
。
貪

医
見
誤
を
為
し
て
其
身
体
を
損
傷
す
る
も
の
な
り
。
啻
に
斯
人
の
み
な
ら
ず
し
て
、
豈
痛
悲

せ
べ
け
ん
や
。

		


治
験
三
条
【
富
田
栄
純
に
代
わ
り
て
作
す
】

一
つ
。
農
夫
家
貧
く
し
て
、
隣
村
の
富
家
に
身
を
鬻
ぐ
。
奴
と
為
し
て
、
一
日
蓋
し
匠
の
使

令
た
り
て
、
軒
下
に
在
り
て
務
め
て
事つ

か

え
る
も
、
俄
然
と
し
て
暈う

ん

倒と
う

す
。
吐
写
し
て
昏
冒
し
、

視
聴
分
か
ら
ず
。
主
人
急
い
で
一
医
を
徴
し
之こ

れ

を
治
す
。
医
診
て
曰
く
、
是
方
は
今
流
行
の

悪
病
に
し
て
、
所
謂
暴
瀉
・
霍
乱
な
り
。
余
不
佞
の
所
に
し
て
得
て
療
せ
ず
。
請
い
て
他
医

を
徴
す
る
に
、
蓋
し
真〈

真
武
四
逆
湯
カ
〉

武
四
逆
の
輩
を
投
じ
て
去
る
。
遂
に
余
を
徴
す
。
余
往
診
す
る
に
、

一
身
氷
冷
し
、
四
肢
殊
に
甚
し
、
口
無
言
に
し
て
、
目
は
視
す
る
無
し
。
転
筋
急
強
に
し
て

危
殆
万
状
。
但た

だ

其
脉
は
滑
数
に
し
て
有
力
な
る
の
み
。
嘔
吐
頻
発
し
、
建け

ん

瓴れ
い

の
如
く
注
瀉
す
。

渇
と
呼
ば
ざ
る
と
雖
も
、
而
る
に
其
飲
を
欲
す
る
は
知
る
べ
き
な
り
。
因
っ
て
先
ず
白
虎
加

人
参
湯
を
作
る
。
之こ

れ

を
服
す
こ
と
数
貼
。
而
後
、
目
漸
く
視
有
り
。
口
亦
言
有
り
。
乃
ち
開

口
を
命
ず
る
に
、
舌
上
乾
燥
し
、
胎
は
塗
墨
の
如
く
す
。
続
け
て
前
方
を
服
す
こ
と
一
昼
夜
。

身
漸
温
ま
る
も
、
亦
唯
煩
躁
悶
乱
す
る
の
み
に
し
て
、
吐
瀉
猶
止
ま
ざ
る
が
ご
と
し
。
迺す

な
わち

小〈
小
半
夏
加
茯
苓
湯
カ
〉

半
加
茯
、
或
は
五

〈
五
苓
散
カ
〉

苓
、
理

〈
理
中
湯
カ
〉

中
の
輩
、
数し

ば
しば

相
転
用
す
る
こ
と
、
五
、
六
日
を
経
る
。
吐
瀉

漸
く
止
み
、
僅
に
稀う

す

い
粥
を
啜
る
こ
と
を
得
る
。
然
吐
瀉
の
久
し
く
す
れ
ば
、
腹
部
下
陥
し
、

精
気
大
い
に
脱
す
。
因
っ
て
主
人
他
僕
に
命
じ
て
其
家
に
舁か

い
て
帰
ら
し
む
。
糧
を
齎
し
て

体
を
養
い
、
余
、
服
す
る
に
十
全
大
補
湯
を
与
う
る
こ
と
四
旬
有
余
日
。
而
し
て
主
家
に
帰
る
。
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一
つ
。
童
子
蝮
蛇
の
咬
傷
を
患
う
こ
と
数
日
。
疼
痛
殊
に
甚
し
。
諸
療
治
を
経
る
も
愈
え
ず
。

余
嘗
て
之こ

れ

を
老
叟
に
聞
く
に
、
胡
瓜
汁
は
善
く
蝮
蛇
の
毒
を
解
く
。
時
は
三
、
四
月
の
交
に

し
て
、
郷
中
の
胡
瓜
は
但た

だ

苗
有
る
の
み
。
而
る
に
未
だ
瓜
有
ら
ず
。
因
っ
て
其
苗
を
把と

り
、

葉
茎
共
に
絞
り
て
汁
を
取
る
。
以
て
患
処
に
伝
う
る
に
、
疼
痛
頓
に
止
む
。
奇
と
謂
う
べ
し
。

記
し
て
以
て
子
孫
に
示
す
。

一
つ
。
田
夫
小
瘡
を
患
い
、
発
表
剤
を
服
せ
ず
し
て
直
ち
に
温
泉
に
浴
す
。
帰
後
発
熱
し
、

全
身
漸
腫
す
。
一
医
之こ

れ

を
診
て
曰
く
、
小
瘡
内
攻
す
る
な
り
と
。
赤
小
豆
湯
を
服
す
こ
と
数

日
に
し
て
愈
え
ず
。
因
っ
て
又
禹
水
湯
を
用
い
る
こ
と
数
日
。
時あ

る

或と
き

は
少
し
く
減
じ
、
亦
暫

く
し
て
故も

と

の
如
し
。
遂
に
余
を
徴
し
て
之こ

れ

を
治
す
。
余
厚
朴
七
物
湯
を
用
い
る
こ
と
数
日
。

腫
は
漸
減
し
、
続
い
て
之こ

れ

を
服
せ
ば
、
全
愈
を
得
る
。
夫
厚
朴
七
物
湯
は
治
腫
薬
と
は
似
て

非
な
り
。
然
れ
ど
も
余
家
之こ

れ

を
用
い
て
腫
気
を
治
す
者
は
募
か
ら
ざ
る
こ
と
、
啻
に
今
曰
の

み
な
ら
ず
。
是
を
以
て
世
人
余
を
以
て
腫
気
医
と
目
す
は
、
亦
奇
な
ら
ざ
る
や
。
然
れ
ば
余

亦
厚〈

厚
朴
七
物
湯
カ
〉

朴
七
物
を
知
ら
ず
し
て
何
以
に
腫
気
を
主
療
せ
ん
。
蓋
し
先
人
古
方
を
用
い
て
治
す
る

に
、
偶
ま
其
効
を
得
る
こ
と
有
り
。
因
っ
て
以
て
今
に
伝
う
か
。
是
亦
当
に
前
条
に
与あ

ず
かる

べ

く
し
て
並
記
す
。

	

策
を
対こ

た

う

問
う
。
春
秋
の
時
、
医
和
晋
侯
の
脈
を
診
て
其
良
臣
の
将
に
死
な
ん
と
す
る
を
知
る
。

宋
時
、
僧
知
縁
其
父
の
脈
を
診
て
能
く
其
子
の
吉
凶
を
道い

う
。
宋
史
の
文
は
信
ず
る
に

足
ら
ざ
る
な
り
と
雖
も
、
左
氏
の
言
、
豈
妄
誕
有
ら
ん
や
。
抑
も
亦
英
雄
人
を
欺
か
ん
。

学
者
必
ず
説
有
り
。
悉
く
其
論
を
請
う
。

君
の
脈
を
診
て
臣
の
死
を
知
る
。
父
の
脈
を
診
て
子
の
吉
凶
を
道
う
。
其
事
両ふ

た

つ
怪
し
む
べ

き
に
似
た
り
。
然
れ
ば
今
問
の
意
を
夷か

ん
が攷

う
る
に
、
宋
史
信
ず
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
暫

く
之こ

れ

を
置
き
て
も
可
な
り
と
。
但た

だ

左
氏
の
妄
誕
有
る
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
之こ

れ

を
弁
じ
て
茲

に
在
る
の
み
。
夫
医
和
は
良
工
な
り
。
良
工
国
を
医い

や

す
。
矧い

わ

ん
や
人
に
於
て
を
や
。
国
を
医い

や

す
者
は
、
必
ず
其
政
を
知
る
。
医
人
は
必
ず
其
行
を
知
る
。
豈
翅た

だ

屑せ
つ

々せ
つ

乎こ

と
し
て
診
脉
・
按

腹
す
る
の
み
に
し
て
而
る
後
良
工
た
ら
ん
や
。
医
和
、
晋
侯
の
疾
を
一
視
し
て
直
ち
に
其
行

を
知
る
。
其
行
女
室
に
近
く
し
、
惑
い
て
以
て
喪
志
す
。
趙
孟
之こ

れ

を
禦
ぐ
能
わ
ず
。
是
良
臣

の
節
を
失
す
る
な
り
。
必
ず
咎
を
容ゆ

る

す
を
知
る
。
故
に
曰
く
、
将
に
死
な
ん
と
す
と
。
是
其

知
る
所
は
、
診
脉
に
あ
ら
ず
し
て
知
る
。
行
を
察み

て
以
て
知
る
。
是
之こ

れ

を
良
医
の
道
と
謂
う

な
り
。
又
何
ぞ
怪
し
ま
ん
。
夫
淫
行
の
生
疾
は
、
子
産
既
に
之こ

れ

を
先
知
す
。
曰
く
、
君
子
四

時
有
り
と
。
又
曰
、
内
官
は
同
姓
に
及
ば
ず
と
。
若も

し
是
二
者
に
由
れ
ば
、
為
す
べ
か
ら
ざ

る
な
り
。
夫
子
産
医
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
固
よ
り
其
脉
を
診
ず
。
而
る
に
其
疾
を
知
り
、

治
す
べ
か
ら
ず
。
行
を
察み

る
に
あ
ら
ず
し
て
然
る
か
。
子
産
既
に
行
を
察み

る
の
み
。
矧い

わ

ん
や

医
和
に
於
て
を
や
。
左
氏
が
其
事
を
伝
え
る
も
の
は
、
固
よ
り
事
実
の
有
る
所
に
し
て
、
豈

妄
誕
な
ら
ん
や
。
策
云
く
、
脉
を
診
て
知
る
と
。
恐
ら
く
左
氏
の
文
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

問
う
。
暴
池
兼
嘔
吐
の
証
は
、
夏
秋
の
際
の
二
歳
に
盛
行
す
。
其
証
極
め
て
危
険
に
し

て
、
夭よ

う

横お
う

亦
鮮
か
ら
ず
。
世
姑し

ば
らく

称
し
て
暴
瀉
と
曰
う
。
今
諸こ

れ

軒
岐
の
書
を
稽か

ん
がえ

れ
ば
、

則
ち
果
た
し
て
徴
す
る
所
有
ら
ん
や
。
諸こ

れ

長
沙
氏
の
論
に
求
め
れ
ば
、
則
ち
何
部
に
属つ

か
ん
や
。
寒
熱
の
分
、
表
裡
の
別
、
治
法
は
亦
準
拠
す
る
所
無
か
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

詳
し
く
は
其
説
を
請
う
。

夫
医
の
治
療
に
於
け
る
や
、
諸こ

れ

軒
岐
に
徴
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
未
だ
以
て
拠
有
る
と
せ
ず
。
諸こ

れ

長
沙
を
求
め
ざ
れ
ば
、
則
ち
未
だ
以
て
法
有
る
と
せ
ず
。
軒
岐
の
建
言
、
長
沙
の
設
論
な
り
。

今
暴
泄
の
証
に
し
て
、
危
険
殊
に
甚
し
。
夭よ

う

横お
う

亦
鮮
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
軒
岐
の
言
を
知
ら

ず
。
亦
徴
す
る
所
無
か
ら
ん
や
。
長
沙
の
論
、
亦
求
む
る
所
無
か
ら
ん
や
。
噫あ

あ

、
其
然
り
と

す
る
は
豈
其
然
る
や
。
長
沙
軒
岐
に
拠
り
て
法
を
設
く
。
所
謂
三
陽
三
陰
是
な
り
。
三
陽
三

陰
の
六
部
に
分
か
て
ば
、
則
ち
寒
は
以
て
陰
に
属つ

き
、
熱
は
以
て
陽
に
属つ

く
。
虚
実
を
分
か

ち
、
裏
を
配
せ
ば
、
則
ち
上
下
有
り
て
、
浅
深
・
軽
重
・
緩
急
有
り
。
悉
く
法
に
随
う
を
以

て
す
べ
し
。
夫
既
に
法
に
随
う
施
方
に
し
て
、
亦
皆
三
陰
三
陽
に
外
な
ら
ず
。
三
陰
三
陽
、

軒
岐
に
拠
り
て
法
を
設
く
。
則
ち
其
法
に
随
う
者
は
、
之こ

れ

を
長
沙
に
求
む
と
謂
う
。
亦
何
ぞ

強し

い
る
こ
と
あ
ら
ん
。
之こ

れ

を
軒
岐
に
徴
す
る
と
謂
う
。
亦
何
ぞ
強
い
る
こ
と
あ
ら
ん
。
但た

だ

其

証
の
急
を
暴あ

ら

わ
す
の
み
。
長
沙
の
論
中
、
其
類
無
き
に
似
た
り
。
然
れ
ば
長
沙
一
た
び
其
論

を
設
け
、
医
治
の
法
方
始
め
て
定
む
。
諸こ

れ

を
規
矩
準じ

ゅ
ん
じ
ょ
う縄

有
る
に
譬
え
る
に
、
方
・
円
・
平

直
成
る
べ
か
ら
ざ
る
は
、
規
矩
準
縄
の
常
法
有
り
。
方
・
円
・
平
直
は
無
定
の
器
な
り
。
則

ち
無
定
の
器
と
雖
も
、
亦
常
法
を
以
て
之こ

れ

に
当
た
る
。
何
ぞ
器
は
方
・
円
・
平
直
な
ら
ざ
る

や
。
今
医
長
沙
の
定
法
に
熟
し
、
証
に
随
い
其
治
を
施
す
。
寒
熱
・
虚
実
を
有
す
と
雖
も
、

亦
唯
補
瀉
・
温
涼
の
道
に
違
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
何
ぞ
疾
治
せ
ざ
ら
ん
。
但た

だ

天
行
・
時
気
の
不
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均
な
る
の
み
。
急
を
暴あ

ら

わ
す
は
事
に
及
ば
ず
。
医
聖
と
雖
も
亦
将
に
如い

之か

何に

せ
ん
と
す
。
乃

ち
以
て
天
命
に
帰
し
、
亦
為す

る
に
強
い
せ
ず
。

		


又
人
を
代
え
て
対こ

た

う

昔
者
、
長
沙
氏
傷
寒
論
を
著
し
、
疾
医
の
法
方
始
め
て
定
む
。
迺す

な
わち

三
陰
三
陽
の
編
目
を
建

つ
。
以
て
病
邪
の
所
在
、
表
裏
・
浅
深
の
位
を
指
示
し
、
寒
熱
・
虚
実
の
分
を
与
う
る
な
り
、、

後
世
の
医
は
斯
に
準
拠
す
。
百
疾
治
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
無
し
。
叔
和
氏
に
至
る
は
之こ

れ

を
撰

次
す
。
妄
り
に
其
意
を
加
え
、
以
て
之こ

れ

を
攙ま

ぜ

る
。
玉
石
混
淆
、
得
べ
か
ら
ず
し
て
弁べ

ん

覈か
く

す
。

然
れ
ば
辞
は
簡
に
し
て
旨
深
し
。
諸こ

れ

事
実
に
徴
し
、
其
影
響
を
効い

た

す
。
之こ

れ

を
長
沙
の
旧
と
謂

う
も
可
な
り
。
抑
も
亦
辞
は
煩
に
し
て
旨
浅
し
。
諸こ

れ

を
施
し
て
疾
を
治
す
る
も
、
頑
然
と
し

て
験
無
し
。
之こ

れ

を
叔
和
の
攙ま

ぜ
ると

謂
う
は
、
亦
善
か
ら
ず
や
。
論
末
所
載
の
霍
乱
編
は
、
専
ら

池
利
嘔
吐
証
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
所
謂
暴
泄
兼
嘔
吐
に
し
て
、
亦
斯
に
係
る
。
其
論
尽
き
ざ

る
所
有
り
て
、
其
方
亦
足
れ
り
と
せ
ず
。
但た

だ

五〈
五
苓
散
カ
〉

苓
、
理

〈
理
中
湯
カ
〉

中
、
四

〈
四
逆
湯
カ
〉

逆
の
類
の
み
。
僅
々
三
、
四

方
を
過
ぎ
ざ
れ
ば
、
則
ち
未
だ
以
て
時
行
暴
急
の
病
を
療
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
是
他
無

し
。
均
し
く
叔
和
の
攙ま

ぜ
るに

因
る
。
夫
霍
乱
の
名
は
、
蓋
し
長
沙
の
命な

づ

く
る
所
に
あ
ら
ず
。
何

と
な
れ
ば
則
ち
飲
食
の
生
冷
に
過
ぎ
、
腹
痛
・
煩
満
・
嘔
吐
・
泄
瀉
は
、
寒
に
あ
ら
ず
し
て

則
ち
熱
。
虚
に
あ
ら
ず
し
て
則
ち
実
。
豈
三
陰
三
陽
の
外
を
出
ん
や
。
然
れ
ば
則
ち
既
に
三

陰
三
陽
編
有
り
。
亦
豈
別
し
て
霍
乱
編
有
る
べ
け
ん
や
。
而
る
に
之こ

れ

有
ら
ば
、
得
て
叔
和
の

攙ま
ぜ
るに

あ
ら
ざ
る
な
か
ら
ん
や
。
但た

だ

其
一
、
二
を
取
る
べ
き
も
の
の
み
。
皆
傷
寒
厥
陰
証
に
し

て
、
其
論
吐
利
を
主
る
と
雖
も
、
亦
必
ず
し
も
霍
乱
の
証
に
あ
ら
ず
。
則
ち
其
諸こ

れ

厥
陰
編
を

取
り
、
以
て
之こ

れ

を
補
す
る
や
必
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
時
行
暴
泄
の
病
は
、
殆
ど
準
拠
す
る
所

無
し
。
豈
其
然
ら
ん
や
。
其
証
亦
寒
に
あ
ら
ざ
れ
ば
則
ち
熱
。
虚
に
あ
ら
ざ
れ
ば
則
ち
実
。

固
よ
り
三
陰
三
陽
の
外
を
出
ず
。

則
ち
寒
な
れ
ば
則
ち
之こ

れ

を
温
め
、
熱
な
れ
ば
則
ち
之こ

れ

を
清
す
。
虚
な
れ
ば
則
ち
之こ

れ

を
補
し
、

実
な
れ
ば
則
ち
之こ

れ

を
瀉
す
。
乃
ち
白〈

白
虎
承
気
湯
カ
〉

虎
承
気
の
類
、
真

〈
真
武
湯
カ
〉

武
、
四

〈
四
逆
湯
カ
〉

逆
の
輩
、
或
は
瓜か

蒂て
い

、
或
は

備
急
、
諸こ

れ

を
三
陰
三
陽
部
中
に
求
め
れ
ば
、
則
ち
其
方
亦
乏
し
か
ら
ず
。
是
を
以
て
之こ

れ

を
療

し
、
治
せ
ざ
る
者
は
命
な
り
。
豈
我
知
る
所
な
ら
ん
や
。
夫
軒
岐
の
言
の
若ご

と

き
は
博
な
り
。

後
世
時
行
の
病
は
、
徴
す
る
所
無
き
に
似
た
り
。
然
る
に
三
陰
三
陽
の
名
は
是
に
剏は

じ

ま
れ
ば
、

則
ち
長
沙
の
編
目
は
亦
此
に
本
づ
く
。
故
に
長
沙
に
求
め
て
其
法
を
得
れ
ば
、
則
ち
軒
岐
の

言
、
一
々
徴
せ
ず
と
雖
も
、
亦
無
害
の
医
た
る
な
り
。

治
験
【�

慶
応
紀
元
乙
丑
閏
五
月
廿
六
日
、
再
春
館
に
於
て
試
業
す
。
乃
ち
以
下
の
文
五

道
を
持
し
て
以
て
出
席
す
。】

壬
戌
の
歳
、
麻
疹
大
流
行
し
、
海
内
一
統
、
蓋
し
触
れ
ざ
る
所
無
し
。
我
邦
の
若ご

と

き
は
官
吏

銭
幣
を
出
す
に
至
る
は
、
窮
民
の
償
の
為
の
医
薬
の
價
な
り
。
乃
ち
余
が
如
き
拙
工
も
、
亦

八
、
九
旬
の
間
、
三
百
有
余
人
を
療
せ
ば
、
則
ち
高
手
の
輩
は
昼
夜
寧
処
に
遑
あ
ら
ず
。
夫

順
逆
二
証
の
若ご

と

き
は
、
蓋
し
前
に
定
む
る
所
有
り
て
医
の
工
拙
に
因
ら
ず
。
則
ち
但た

だ

険
の
一

証
の
み
、
医
に
因
っ
て
治
す
る
を
以
て
其
死
生
を
定
む
。
吾
徒
豈
慎
ま
ざ
る
べ
け
ん
や
。
而

る
に
拙
療
中
、
険
証
亦
募
か
ら
ず
。
而
し
て
我
隣
家
の
末
男
に
険
莫
し
。
疫
を
兼
ね
る
如
く
、

痢
を
兼
ね
る
如
く
、
危
殆
万
状
に
し
て
、
因
っ
て
以お

も
え為

ら
く
、
鬼
籙

〈
録
カ
〉上

の
人
を
漸
転
し
て
活

か
す
も
の
は
天
な
り
と
。
庸つ

ね

に
療
し
て
凡
そ
治
を
能
く
す
る
所
に
あ
ら
ず
。
然
れ
ど
も
猶
未

だ
其
匙
を
擲な

げ
うた

ず
。
日
に
精
考
熟
慮
し
、
死
亡
を
遁
る
る
に
至
れ
ば
、
則
ち
亦
下
手
の
偶
中

に
し
て
、
敢
て
以
て
治
験
す
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
其
の
初
は
感
冒
の
如
く
、
発
熟
有
る
と

雖
も
亦
翕き

ゅ
う
き
ゅ
う々と

せ
ず
。
悪
寒
有
る
と
雖
も
亦
嗇し

ょ
く
し
ょ
く々と

せ
ず
。
但た

だ

其
神
気
欝
々
た
る
の
み
に

て
、
或
は
寐
、
或
は
興
し
、
未
だ
就
蓐
を
全
う
せ
ず
。
家
人
其
疹
初
た
る
を
を
慮
り
て
、
従

容
と
し
て
余
薬
を
請
わ
ん
と
す
。
服
す
る
を
以
て
余
亦
未
だ
精
診
に
及
ば
ず
。
他
家
に
与あ

ず
かる

も
軽
証
の
一
視
。
葛
根
湯
を
与
え
て
以
て
之
を
服
す
る
こ
と
既
に
三
、
四
日
を
歴
る
。
荏じ

ん

苒ぜ
ん

と
し
て
解
く
如
き
は
両
日
。
六
、
七
日
に
至
り
て
熱
漸
加
す
。
麻
疹
周
身
に
発お

こ

る
。
是
に
於

い
て
家
人
皆
安
息
し
て
曰
、
是
人
々
皆
遁
れ
ざ
る
所
に
し
て
、
既す

已で

に
発
出
す
れ
ば
、
則
ち

其
瘥い

え
るは

亦
近
か
ら
ず
や
。
而
し
て
猶
未
だ
其
日
を
終
え
ず
。
疹
皆
没
入
し
、
忽
然
と
し
て
見

え
ず
。
家
人
怪
懼
す
る
こ
と
告
げ
る
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
余
亦
遽き

ょ

然ぜ
ん

と
し
て
診
に
至
る
。

其
脉
の
洪
数
、
其
熱
の
蒸
々
、
其
目
の
光
燿
は
、
渇
を
喚よ

び
、
飲
を
呼
ぶ
。
臥
起
輾て

ん

転て
ん

と
し

て
安
か
ら
ざ
れ
ば
、
乃
ち
白
虎
加
人
参
湯
を
与
う
。
之こ

れ

を
服
す
る
こ
と
数
貼
。
須し

ゅ

臾ゆ

に
渇
き

は
止
み
、
亦
倐し

ゅ
っ
こ
つ忽

に
し
て
発お

こ

る
。
煩
躁
悶
乱
、
言
語
は
狂ふ

れ
る
が
如
く
、
嘖さ

く

々さ
く

喋
々
と
す
。

因
っ
て
又
大
承
気
湯
を
作
り
、
数
貼
之こ

れ

を
与
う
。
大
便
の
快
利
を
得
、
而
後
煩
躁
の
讝せ

ん

語
、

時あ
る

或と
き

は
止
む
。
然
れ
ど
も
其
熱
敢
て
退
か
ず
。
発
作
往
来
し
、
数
日
止
ま
ず
。
時あ

る

或と
き

は
尿
血
。

渇
亦
発お

こ

れ
ば
、
則
ち
大
柴
胡
加
石
膏
湯
を
作
る
。
之こ

れ

を
服
す
る
こ
と
数
日
。
熱
気
漸
退
し
、

既
に
し
て
又
下
利
止
ま
ず
。
或
は
紅
く
、
或
は
白
く
、
宛
然
た
る
膿
血
利
な
り
。
此
時
気
力
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漸
衰
、
身
体
羸る

い

痩そ
う

、
脉
亦
沈
微
た
れ
ば
、
則
ち
或
は
真
武
加
人

〈
人
参
湯
カ
〉

参
、
或
は
桃
花
加
俯

〈
俯
子
湯
カ
〉

子
、
転

用
す
る
こ
と
稍
久
し
。
而
る
後
下
利
漸
止
す
。
然
れ
ど
も
穀
気
僅
々
た
り
て
、
衰
脱
益
す
甚

し
。
身
体
床
に
在
り
て
、
自
ら
転
側
す
る
能
わ
ず
。
背
脊
久
し
く
茵い

ん
じ
ょ
く蓐

に
黏ね

ば

り
、
皮
膚
摩
剥

し
、
而
し
て
肩
に
腰
に
床
瘡
を
生
ず
。
痛
苦
堪
え
難
く
、
終
に
癰よ

う

の
如
く
潰
爛
す
。
日
夜
膿

汁
を
出
し
、
臭
穢
鼻
を
穿
つ
。
父
母
兄
弟
と
雖
も
、
亦
以
て
潔
と
せ
ざ
れ
ば
亦
甚
だ
困
る
。

是
に
於
い
て
十
全
大
補
湯
を
内
服
し
、
外
に
中

〈
中
和
湯
カ
〉

和
、
白

〈
白
明
散
カ
〉

明
、
諸
膏
を
伝
う
。
飲
食
を
節
し
、

労
動
を
慎
む
こ
と
七
旬
有
余
日
。
而
る
に
始
歩
し
て
隣
村
に
至
る
。
此
男
歳
十
六
。

一
つ
。
女
子
歳
十
一
、
痘
に
罹
る
。
既
に
点
見あ

ら
われ

、
熱
仍な

お

解
け
ず
。
狂
言
妄
語
す
る
こ
と
鬼

状
を
見
る
が
如
く
、
殆
ど
精
神
無
か
ら
ん
。
一
医
之こ

れ

を
療
す
る
に
、
初
め
葛
根
湯
を
以
て
す
。

次
に
蚘か

い

証
を
慮
り
、
大
柴
胡
加
鷓
鴣
湯
を
以
て
す
。
而
れ
ど
も
蚘か

い

落
ち
ず
。
熱
亦
自
若
し
、

食
餌
は
絶
粒
。
家
人
遽
に
譟さ

わ

ぎ
、
更
に
一
医
を
特
徴
す
。
一
医
其
精
神
無
き
を
視
、
以
て
痘

毒
深
劇
の
致
す
所
と
す
。
亦
生
理
無
か
ら
ん
。
乃
ち
人
参
、
野
猪
膽
合
煎
し
、
之こ

れ

を
与
え
て

去
る
。
既
に
し
て
余
を
徴
し
、
余
往
診
の
時
、
身
は
大
熱
無
く
、
脉
浮
に
し
て
有
力
、
更
に

異
証
無
し
。
但た

だ

精
神
慌
惚
た
る
の
み
。
之こ

れ

目
は
視
有
り
て
、
口
言
無
し
。
余
其
舌
を
出
す
を

命
ず
る
も
敢
て
せ
ず
。
其
痘
甚
し
く
は
稠
蜜
せ
ず
。
亦
悪
点
無
し
。
因
っ
て
之こ

れ

を
熟
考
す
。

蚘か
い

な
れ
ば
則
ち
蚘か

い

な
り
。
然
れ
ば
其
居
す
る
所
必
ず
高
か
ら
ん
。
是
蓋
し
柘
彰
常
謂
う
所
の

貫
心
の
蚘か

い

な
り
。
烏
頭
に
あ
ら
ざ
れ
ば
之こ

れ

を
下
す
能
わ
ず
。
乃
ち
前
医
の
用
い
る
所
、
大
柴

胡
加
鷓
鴣
湯
、
更
に
烏
頭
を
加
え
、
作
る
こ
と
三
貼
。
之こ

れ

を
与
え
て
去
る
。
翌
日
又
余
を
徴

す
。
蓋
し
前
夜
蚘か

い

の
落
つ
る
は
二
頭
。
然
れ
ば
目
の
視
え
て
口
の
不
言
は
前
日
の
如
し
。
但た

だ

余
命
に
応
じ
、
僅
に
其
舌
を
出
す
は
、
与
え
ざ
る
前
日
と
同
じ
な
れ
ば
、
則
ち
余
は
其
行
を

知
り
、
将
に
精
神
に
就
か
ん
と
す
る
の
み
。
然
れ
ば
家
人
驚
譟
し
、
余
に
謂
い
て
曰
く
、
此

女
当
に
生
無
か
る
べ
し
と
。
縦た

と
い仮

卿
霊
を
以
て
す
る
も
生
を
以
て
す
る
も
亦
万
一
の
僥
倖
の

み
。
余
曰
く
、
未
だ
必
然
な
ら
ず
。
今
少
し
く
前
方
を
服
し
、
蚘か

い

を
下
す
こ
と
若
干
頭
な
れ

ば
、
則
ち
必
ず
当
に
精
神
に
就
く
べ
し
。
既
に
精
神
に
就
け
ば
、
則
ち
食
亦
必
ず
進
む
。
夫

痘
の
若ご

と

き
な
れ
ば
則
ち
軽
証
に
し
て
、
亦
患
う
に
足
ら
ず
。
而
る
に
又
前
方
三
貼
与
え
、
翌

朝
又
夙
に
徴
す
。
余
使
に
問
い
て
曰
、
精
神
既
に
出
る
や
と
。
使
曰
く
、
未
だ
。
前
日
と
更か

え
異
な
る
は
与
う
る
無
き
の
み
と
。
余
因
っ
て
怪
し
み
て
謂
く
、
精
神
の
不
出
な
る
は
、
日

既
に
久
し
。
寧
ろ
死
証
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
得
ん
や
と
。
行
を
促
し
て
時
に
至
る
。
病

女
蓐
中
に
在
り
て
食
す
。
主
人
余
を
視
て
出
迎
え
、
乃
ち
欣
然
と
し
て
余
に
謂
い
て
曰
く
、

病
女
霊
薬
に
因
り
て
蚘か

い

の
若
干
頭
を
下
し
、
漸
く
精
神
出
づ
。
今
食
亦
少
し
く
進
み
、
蓋
し

亦
活
を
得
ざ
ら
ん
か
。
亦
枯
木
の
花
な
ら
ず
や
。
然
れ
ば
下
す
も
の
は
皆
死
蚘か

い

な
り
と
。
敢

て
問
う
、
何
故
と
。
余
曰
く
、
是
蓋
し
中
烏
頭
の
毒
な
り
と
。
焉こ

れ

を
念
わ
ず
し
て
主
人
曰
く
、

然
る
や
。
何
れ
の
幸
が
之こ

れ

に
如し

か
ん
。
敢
て
大
徳
を
重
拝
せ
ざ
る
や
と
。
余
亦
従
容
と
し
て

診
を
進
む
。
顔
色
和
麗
に
し
て
、
言
語
常
の
如
く
し
、
痘
亦
能
く
起
脹
す
。
乃
ち
主
人
謂
い

て
曰
く
、
凡
そ
治
痘
の
諸
書
、
多
く
は
下
剤
を
忌
み
て
用
い
ず
と
。
然
れ
ど
も
余
の
所
見
は

別
な
れ
ば
、
則
ち
下
剤
数
日
し
て
亦
障し

ょ
う礙げ

無
し
。
主
人
曰
く
、
唯
々
と
し
て
遂
に
前
医
を
招

き
、
後
方
を
指
揮
し
て
全
治
を
托
す
も
去
る
と
。
其
後
主
人
来
た
り
て
謝
す
。
蓋
し
貫
膿
、

収
靨
等
、
順
証
の
如
き
を
云
う
。

凡
そ
医
は
之こ

れ

療
病
な
り
。
臨
変
逐
機
、
以お

も
え為

ら
く
、
甚
だ
難
し
と
。
然
れ
ば
持
重
の
術
は
亦

難
か
ら
ん
や
。
但た

だ

緩
急
有
り
て
以
て
之こ

れ

に
従
う
の
み
。
医
の
大
要
な
り
。
余
嘗
て
一
里
の
胥

患
・
虚
労
を
見
る
。
其
医
古
今
の
方
を
探
す
も
百
治
験
無
し
。
以お

も
え為

ら
く
、
行
い
て
将
に
瘵や

む
に
至
ら
ん
と
す
と
。
因
っ
て
病
家
に
謂
い
て
曰
く
、
余
の
治
は
久
し
く
功
無
し
。
他
医
を

徴
し
て
以
て
譲
ら
ん
と
請
う
も
、
病
家
決
せ
ず
。
匙
人
に
命
じ
て
其
医
を
撰
ば
し
む
る
に
、

余
偶
ま
其
撰
に
当
る
。
遂
に
余
に
柬

〈
諫
カ
〉を

投
じ
て
以
て
徴
す
。
備つ

ぶ
さに

其
情
状
を
陳の

べ
、
礼
敬
懇

到
、
余
義
辞
す
る
べ
か
ら
ず
し
て
遂
に
住
き
て
診
す
れ
ば
、
顔
色
憔
悴
し
て
、
臥
起
安
か
ら

ず
。
其
脉
浮
に
し
て
無
力
。
声
音
の
微
眇
た
る
こ
と
蚊
の
如
し
。
余
嘗
て
其
人
を
知
る
。
性

質
堅
固
に
し
て
、
事
を
務
む
る
に
苟

い
や
し
くも

せ
ず
。
蓋
し
其
奉
職
の
間
の
思
慮
勉
強
の
深
と
謹
慎

労
苦
の
積
、
終
に
此
患
に
致
る
。
故
に
胸
痛
心
悸
、
寤ご

寐び

煩
燥
、
精
液
内
虚
、
皮
肉
外
脱
に

し
て
滋
潤
・
調
和
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
、
安
に
か
能
く
之こ

れ

を
瘳り

ょ
うす

る
を
得
る
。
然
れ
ば
是
宜

し
く
急
治
す
べ
か
ら
ず
。
自
今
余
薬
を
服
す
る
も
、
亦
数
旬
を
経
る
に
あ
ら
ず
し
て
其
験
見

る
べ
か
ら
ず
。
病
者
曰
く
、
敢
て
唯
命
の
従じ

ゅ
うの

み
な
ら
ず
や
と
。
乃
ち
灸
甘
草
湯
を
与
う
る

こ
と
、
日
に
三
貼
服
す
る
を
三
旬
余
。
而
し
て
始
め
て
少
快
を
覚
ゆ
。
病
者
石
心
に
し
て
、

敢
て
怠
薬
を
怠
ら
ず
。
余
亦
一
方
を
貫
用
す
れ
ば
、
漸
々
向
吉
し
、
凡
そ
百
有
数
十
日
を
経

て
常
に
復
す
。

	

麻
疹
治
法
論

昔
吾
之こ

れ

を
大
孺
人
に
聞
く
。
云
く
、
麻
疹
二
十
五
年
に
一
た
び
流
行
す
と
。
余
母
胎
を
出
て
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病
に
即
く
。
二
十
五
歳
に
し
て
又
流
行
す
。
果
た
し
て
大
孺
人
の
言
の
如
き
な
り
。
然
れ
ば

此
時
、
余
医
黌
に
在
る
も
未
だ
治
を
施
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
詳
を
記
さ
ず
と
雖
も
大
抵
皆
軽

証
の
み
。
未
だ
其
険
証
有
る
を
聞
か
ず
。
矧い

わ

ん
や
死
者
に
於
い
て
を
や
。
故
に
自
ら
以
て
麻

疹
を
死
証
無
し
と
す
。
昔
其
死
者
有
る
を
聞
く
。
蓋
し
或
は
痢
を
兼
ね
、
或
は
蚘か

い

を
兼
ね
、

因
循
し
て
以
て
及
ぶ
。
唯
一
痲

〈
麻
カ
〉疹

は
死
者
之こ

れ

を
絶
無
と
す
。
其
後
数
年
し
て
又
流
行
す
。
時

に
余
既
に
在
家
に
し
て
治
を
施
せ
ば
、
則
ち
数
十
余
人
吾
匙
に
瘥い

え

る
。
然
れ
ば
是
蓋
し
似
者

に
し
て
真
に
あ
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
故
に
麻
疹
と
名
づ
く
る
こ
と
無
し
。
然
れ
ど
も
亦
別
病

に
あ
ら
ず
。
我
邦
の
俗
称
に
麻
疹
は
波
滋
葛
と
曰
う
。
其
似
者
は
只
滋
葛
と
曰
う
。
以
て
軽

き
の
故
な
り
。
其
真
の
麻
疹
は
、
三
十
八
年
に
し
て
大
流
行
す
。
大
孺
人
の
言
と
は
亦
逕け

い

庭て
い

有
り
。
時
に
余
六
十
三
歳
、
養
子
及
び
一
、
二
の
門
人
を
与
り
、
専
ら
其
治
を
施
す
。
文
久

壬
戌
の
歳
、
我
郷
七
月
よ
り
八
月
を
経
て
閏
月
に
至
る
ま
で
、
八
九
旬
の
間
、
三
百
有
余
人

を
療
し
、
死
者
五
人
、
危
険
を
引
く
は
日
者
数
十
人
。
是
蓋
し
余
の
幸
に
し
て
然
る
な
り
。

医
に
療
す
る
所
を
聞
け
ば
、
険
逆
の
証
、
啻
に
陪ば

い

蓰し

の
み
な
ら
ざ
る
な
り
。
是
蓋
し
医
治
の

罪
に
あ
ら
ず
。
疹
毒
の
深
く
劇は

げ

し
き
は
前
古
無
か
る
所
に
し
て
、
是
を
以
て
然
り
。
是
に
於

い
て
、
吾
昔
以
て
死
証
無
し
と
す
る
も
の
は
亦
大
相
逕け

い

庭て
い

な
り
。
嗚あ

呼あ

、
昔
な
れ
ば
則
ち
彼

の
如
き
軽
易
も
、
今
な
れ
ば
則
ち
斯
の
如
く
険
逆
。
何
ぞ
然し

か

異
な
る
な
り
。
凡
そ
病
は
変
ず

る
な
り
。
則
変
す
る
と
雖
も
、
一
た
び
発お

こ

れ
ば
再
び
せ
ず
。
限
日
を
限
り
て
年
を
期
す
に
、

概
ね
常
数
有
り
。
唯
痘
疹
然
り
と
為
す
の
み
な
り
。
然
れ
ば
近
世
に
至
り
て
、
流
行
は
年
を

限
ら
ず
、
其
発お

こ

る
は
日
を
限
ら
ず
。
其
毒
の
浅
深
と
其
証
の
軽
重
、
昔
年
与あ

ず
かる

も
啻
に
霄

し
ょ
う
じ
ょ
う壌

の
み
な
ら
ず
。
昔
病
ん
で
今
又
病
む
者
之こ

れ

有
り
。
一
た
び
発お

こ

り
て
隔
年
再
発
す
る
者
之こ

れ

有
り
。

疫
を
兼
ね
る
如
き
者
之こ

れ

有
り
。
痢
を
兼
ね
る
如
き
者
之こ

れ

有
り
。
余
毒
発お

こ

り
て
瘡
疥
を
為
す
者

之こ
れ

有
り
。
陷
り
て
内
攻
す
る
者
之こ

れ

有
り
。
既
に
瘥い

え

る
も
食
復
す
る
者
之こ

れ

有
り
。
又
労
復
す
る

者
之こ

れ

有
り
。
千
態
万
状
、
得
て
定
め
極
め
る
べ
か
ら
ず
。
是
天
運
時
気
の
異
有
ら
ん
か
。
抑

も
人
生
古
今
の
別
有
ら
ん
か
。
啻
に
世
人
の
惑
う
の
み
な
ら
ず
。
医
亦
諸
書
の
論
説
に
曰
く
、

虚
実
・
攻
撃
・
温
補
と
。
則
ち
更
に
適
従
す
る
所
無
し
。
噫あ

あ

、
豈
果
た
し
て
適
従
す
る
所
無

か
ら
ん
か
。
亦
我
道
を
為
す
所
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
昔
者
、
張
長
沙
『
復
寒
論
』
を
脩
め
て

将
来
に
道
を
垂
ら
せ
ば
、
則
ち
後
世
の
医
、
能
く
其
法
に
依
り
て
其
方
を
用
ゆ
。
則
ち
百
爾

諸
病
、
得
て
治
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
無
し
。
唯
痘
疹
の
如
き
は
其
名
を
載
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち

以
て
其
法
方
を
為
し
、
用
う
る
に
依
る
所
無
し
。『
活
幼
』、『
瑣
言
』、『
弁
要
』
等
の
諸
書
有

る
所
以
な
り
。
殊
に
長
沙
の
伝
道
教
法
す
る
も
の
を
知
ら
ず
。
豈
悉
く
其
名
を
載
せ
、
以
て

後
世
に
于お

け
る
や
。
譬
え
ば
諸こ

れ

大
匠
規
矩
を
授
く
る
に
、
取
る
者
は
諸こ

れ

其
手
を
熟
し
、
何
ぞ

方
員
得
て
為
さ
ず
や
。
然
れ
ば
規
矩
は
一
定
の
法
に
し
て
、
方
員
の
器
は
大
小
無
定
な
り
。

但た
だ

一
定
の
方
員
を
為
す
が
若ご

と

き
は
、
無
定
の
方
員
を
為
す
能
わ
ざ
る
の
み
。
是
豈
能
く
規
矩

た
る
も
の
を
取
ら
ん
や
。
必
ず
無
定
の
方
員
を
為
し
て
、
以
て
良
工
を
為
す
な
り
。
長
沙
の

論
は
、
一
傷
寒
の
治
法
た
り
て
、
百
病
の
証
に
し
て
変
化
無
窮
な
り
。
但た

だ

一
傷
寒
の
治
法
を

知
る
が
若ご

と

き
は
、
百
病
無
窮
の
治
法
を
知
ら
ざ
る
の
み
。
是
豈
能
く
長
沙
を
学
ぶ
者
な
ら
ん

や
。
必
ず
百
病
無
窮
の
治
法
を
知
る
。
而
る
後
以
て
良
医
た
る
な
り
。
今
吾
麻
疹
の
治
を
為

す
に
、
亦
豈
他
の
求
あ
ら
ん
や
。
宜
し
く
諸こ

れ

を
長
沙
に
求
む
れ
ば
、
則
ち
其
熱
を
初
め
と
し
、

発
表
を
以
て
法
を
為
し
、
大
陽
を
以
て
位
を
為
す
べ
し
。
桂

〈
桂
麻
各
半
湯
カ
〉

麻
・
葛

〈
葛
根
湯
カ
〉

根
諸
方
、
証
に
隨
い
て

撰
用
せ
ば
、
則
ち
軽
き
は
乃
ち
瘥い

え

、
重
き
は
瘥い

え

ず
。
既
に
し
て
瘥い

え

ざ
れ
ば
、
則
ち
其
邪
進
み

て
少
陽
に
位
す
。
乃
ち
亦
和
解
を
以
て
法
を
為
す
。
大〈

大
・
小
柴
胡
湯
カ
〉

・
小
柴
胡
諸
方
乏
し
か
ら
ず
。
猶
瘥い

え

ざ
る
者
の
ご
と
き
は
、
弥

い
よ
い
よ進

み
て
陽
明
に
位
す
。
白

〈
白
虎
湯
カ
〉

虎
以
て
之こ

れ

を
清
く
し
、
承

〈
承
気
湯
カ
〉

気
以
て
之こ

れ

を

下
す
。
驅
熱
・
退
邪
の
方
は
不
足
無
し
。
夫
裡
虚
の
人
の
若ご

と

き
は
、
其
毒
陷
り
て
三
陰
に
位

す
れ
ば
、
則
ち
附
子
真
武
四
逆
諸
湯
。
備
え
ざ
る
無
し
。
或
は
痢
を
兼
ね
、
蚘か

い

を
兼
ね
、
諸

証
雑
出
す
れ
ば
、
則
ち
其
虚
実
を
察み

、
其
寒
熱
を
弁
え
、
証
に
随
い
て
其
治
を
施
す
。
固
よ

り
三
陽
三
陰
の
外
を
出
ず
。
是
豈
翅た

だ

麻
疹
な
る
の
み
や
。
其
他
百
病
皆
然
る
な
り
。
是
之こ

れ

を

謂
い
て
学
一
規
矩
を
学
び
、
而
し
て
百
方
員
を
為
す
と
。
亦
善
か
ら
ず
や
。
且
つ
長
沙
の
規

矩
を
取
り
て
、
百
病
の
方
員
を
為
せ
ば
、
則
ち
後
世
、
諸
家
の
方
取
り
て
以
て
刀
鋸
錐
鑿
を

為
す
に
亦
妨
げ
ず
。
何
ぞ
必
し
も
長
沙
に
固
執
し
て
、
其
他
の
為
す
を
顧
ざ
る
や
。
但た

だ

規
矩

を
取
り
、
其
手
を
熟
す
る
を
要も

と

む
る
の
み
。
百
方
員
を
為
す
に
精
し
う
せ
ん
。
文
久
三
癸
亥

九
月
、
城
允
撰
す
。

	
戯
れ
に
種
痘
事
を
論
ず

或
が
余
に
問
い
て
曰
く
、
種
痘
果
た
し
て
益
有
ら
ん
か
。
抑
も
亦
無
か
ら
ん
か
と
。
詳
ら
か

に
之
を
聞
く
を
請
う
に
、
余
笑
い
て
答
え
ず
。
或
は
艴ふ

つ

然ぜ
ん

と
し
て
喜
ば
ず
。
毅
然
と
し
て
色

を
正
し
て
曰
く
、
汝
嘗
て
医
を
脩
む
る
者
に
あ
ら
ざ
る
か
。
盍
し
汝
説
を
詳
ら
か
に
し
て
以

て
諭
さ
ん
と
。
余
曰
く
、
夫
医
事
の
若ご

と

き
は
、
則
ち
吾
講
習
す
る
所
に
し
て
、
豈
其
問
を
承
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け
ざ
る
や
。
今
子
の
問
う
所
は
医
事
に
あ
ら
ず
。
豈
吾
の
答
う
る
所
な
ら
ん
や
。
或
は
曰
く
、

痘
は
医
の
与あ

ず
かる

所
に
あ
ら
ず
し
て
、
痘
の
病
名
を
曰
う
。
治
の
法
は
固
よ
り
医
の
講
習
す
る

所
な
り
。
之こ

れ

を
種う

え
る
に
至
り
、
豈
医
の
為
す
所
な
ら
ん
や
。
方
今
糈か

て

を
重
ん
ず
る
餬
口
の

徒
は
、
固
よ
り
医
道
を
知
ら
ざ
る
者
の
事
な
り
。
医
者
た
れ
ば
豈
之こ

れ

を
知
ら
ん
や
。
夫
痘
の

病
を
為
す
は
、
初
熱
見
点
、
起
脹
貫
膿
、
收
靨
結
痂
す
。
日
を
限
り
て
年
を
期
し
、
一
た
び

触
れ
れ
ば
再
び
せ
ず
。
他
に
与あ

ず
から

ざ
る
は
諸
病
と
同
じ
。
怪
病
と
謂
う
べ
し
。
渠な

ん

ぞ
其
怪
病

に
因
っ
て
怪
意
を
起
し
、
怪
法
を
設し

つ
らえ

て
之こ

れ

を
施
す
。
亦
怪
技
な
ら
ず
や
。
正
医
の
道
を
以

て
論
ず
べ
か
ら
ず
。
請
う
に
、
戲ぎ

謔ぎ
ゃ
くを

以
て
之こ

れ

を
言
う
も
可
な
ら
ん
か
。
可
と
曰
う
。
余
曰

く
、
種
痘
の
起
、
吾
其
濫
觴
を
問
う
に
遑
あ
ら
ず
。
当
今
蛮ば

ん

貊ぱ
く

の
支
流
は
我
が
東
方
に
奔ほ

ん

溢い
つ

す
。
蕩
々
と
し
て
山
を
懐つ

つ

み
、
浩
々
と
し
て
陵お

か

に
襄の

ぼ

り
、
下
民
墊
溺
す
。
豈
翅た

だ

下
民
の
み
な

る
か
。
高
貴
の
卿
士
も
亦
、
或
は
其
迸ほ

う

滴て
き

を
喜
び
、
其
波
及
を
愛
で
る
こ
と
甚
し
か
ら
ん
や
。

之こ
れ

易
行
を
怪
し
み
て
之こ

れ

を
正
す
の
難
き
は
明
ら
か
な
り
。
是
君
子
命
を
知
ら
ず
。
小
人
分
を

知
ら
ざ
る
故
な
り
。
渠な

ん

ぞ
其
隙
に
乗
ら
ん
。
其
技
を
夸か

張ち
ょ
うし

、
唱
え
て
曰
く
、
一
痘
種う

え
れ

ば
則
ち
一
痘
を
生
じ
、
二
痘
種う

え
れ
ば
則
ち
二
痘
を
生
ず
。
痘
の
多
少
は
、
其
心
の
欲
す
る

所
な
り
。
而
し
て
起
脹
貫
膿
、
收
靨
結
痂
し
、
八
、
九
日
し
て
愈
え
る
。
亦
再
触
す
る
こ
と

無
き
な
り
。
是
軽
き
に
重
き
を
転
じ
、
吉
に
凶
を
逃
れ
る
が
、
至
善
の
道
な
り
と
。
之こ

れ

を
以

て
夫
人
は
浮
名
を
弋と

り
、
財
利
を
射
る
に
陥
る
。
若も

し
信
ぜ
ざ
る
者
有
ら
ば
、
官
吏
有
司
の

力
を
仮
り
、
以
て
徧
え
に
之こ

れ

を
誘
う
。
是
を
以
て
都
鄙
貴
賤
無
く
、
皆
相
染
ま
り
相
泥
む
。

然
れ
ば
種う

え
て
果
た
し
て
遁
れ
ん
か
。
不
日
正
に
痘
に
触
れ
る
。
順
逆
険
難
に
し
て
、
常
に

異
な
ら
ざ
る
者
寡
か
ら
ず
。
是
に
於
い
て
か
、
渠か

れ

其
人
を
諭
し
て
曰
く
、
種う

え
て
生
ず
る
も

の
は
仮
有
り
て
真
有
り
。
故
に
問
う
。
或
触
者
は
仮
に
し
て
真
に
あ
ら
ざ
る
も
、
真
に
至
れ

ば
則
ち
敢
て
触
す
る
こ
と
無
し
。
然
れ
ば
渠な

ん

ぞ
其
真し

ん

仮け

を
撰
ば
し
む
と
。
亦
能
く
弁
ず
る
無

け
れ
ば
、
則
ち
其
所
謂
真し

ん

仮け

は
亦
一
時
の
遁
辞
の
み
。
其
種う

え
て
即
触
せ
ず
、
数
月
数
年
を

歴
て
触
れ
る
者
之こ

れ

有
れ
ば
、
則
ち
其
言
を
改
め
て
曰
う
。
是
一
時
流
行
を
避
く
る
の
法
の
み

に
し
て
、
終
身
痘
を
逃
れ
る
と
曰
う
に
あ
ら
ず
と
。
故
に
流
行
ご
と
に
之こ

れ

を
種う

う
る
は
、
以

て
暫
く
其
難
を
避
く
る
べ
き
の
み
。
然
れ
ば
無
種
の
始
め
は
、
亦
自
然
触
れ
ざ
る
者
之こ

れ

有
り
。

又
今
種う

え
て
遁
れ
、
或
は
遁
れ
ず
し
て
触
れ
る
者
之こ

れ

有
れ
ば
、
則
ち
種
え
て
遁
れ
ん
か
。
自

然
遁
れ
ん
か
。
明
知
分
か
つ
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ば
則
ち
亦
以
て
避
く
る
の
法
を
為
す
べ
か
ら

ざ
る
な
り
。
是
に
於
い
て
か
、
又
其
言
を
改
め
て
曰
く
、
種
え
て
触
れ
る
者
は
、
触
れ
る
と

雖
も
必
ず
軽
し
。
険
逆
証
有
る
こ
と
無
き
な
り
と
。
而
し
て
渠か

れ

の
舌
猶
未
だ
乾
か
ざ
る
が
ご

と
く
し
て
、
触
れ
る
者
は
亦
必
ず
し
も
軽
か
ら
ず
。
或
険
逆
し
て
斃
れ
る
者
、
往
々
に
し
て

之こ
れ

有
れ
ば
、
則
ち
其
言
簧こ

う

の
如
き
と
雖
も
、
亦
改
む
る
に
由
無
き
の
み
。
然
れ
ば
則
ち
其
果

た
し
て
有
益
な
ら
ん
か
。
抑
も
亦
無
か
ら
ん
か
。
世
人
概
ね
有
知
者
に
当
た
り
て
、
豈
必
ず

吾
の
言
を
待
た
ん
や
。
且
つ
渠な

ん

ぞ
種
痘
の
事
、
其
要
亦
安
に
か
在
る
。
夫
人
を
し
て
夭
横
無

か
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
か
。
抑
も
亦
醜
面
無
か
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
か
。
死
生
な
る
も
の
は

命
な
り
。
醜
艶
な
る
も
の
は
分
な
り
。
之こ

れ

を
分
か
ち
命
を
与あ

ず
かる

も
の
は
、
有
生
の
始
を
定
む
。

如い

之か

何に

得
て
既
生
の
後
に
之こ

れ

を
免
れ
し
め
ん
や
。
故
に
痘
痕
有
る
と
雖
も
、
其
面
必
ず
し
も

醜
か
ら
ず
、
却
っ
て
無
き
者
に
優
る
こ
と
之こ

れ

有
り
。
痘
痕
無
き
と
雖
も
、
其
面
必
ず
し
も
艶

や
か
な
ら
ず
、
却
っ
て
有
る
者
に
劣
る
。
亦
往
々
に
し
て
之こ

れ

有
れ
ば
、
則
ち
醜
艶
豈
必
ず
痘

在
ら
ん
や
。
夫
人
必
ず
其
分
有
り
て
定
む
。
矧い

わ

ん
や
其
寿
夭
長
短
、
亦
必
ず
其
命
有
り
て
定

む
れ
ば
、
則
ち
痘
を
遁
れ
て
疹
に
死
せ
ん
。
疹
を
遁
れ
て
痢
に
斃
る
。
其
它
諸
病
、
亦
未
だ

敢
て
死
せ
ざ
る
者
有
ら
ず
。
嗚あ

呼あ

、
小
人
之こ

れ

を
知
ら
ざ
る
は
、
固
よ
り
其
所
な
り
。
君
子
之こ

れ

を
知
ら
ず
し
て
、
君
子
と
謂
う
べ
か
ら
ず
。
渠な

ん

ぞ
之こ

れ

其
隙
を
覬き

覦ゆ

せ
ん
。
亦
宜
し
か
ら
ず
や
。

然
れ
ば
渠な

ん

ぞ
亦
未
だ
能
く
疹
を
種う

え
ず
。
亦
未
だ
能
く
痢
を
種う

え
ず
。
其
它
諸
病
、
亦
皆
未

だ
能
く
種う

う
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
以
て
命
分
有
る
な
り
。
吾
命
分
の
外
を
聞
く
。
福
を
求
む

る
所
無
し
と
。
渠な

ん

ぞ
重
ね
て
其
言
改
め
る
が
若
き
あ
ら
ん
。
死
の
命
分
を
種う

う
る
と
曰
え
ば
、

則
ち
吾
亦
誠
信
に
し
て
之こ

れ

に
従
う
。
然
れ
ば
蓋な

ん

ぞ
其
苗
を
取
る
所
無
か
ら
ざ
る
。
或
は
粲
然

と
笑
い
て
去
る
。
元
治
改
元
夏
六
月
、
城
允
撰
す
。

〈
頭
注
〉

医
黌
祭
酒
富
田
公
寛
先
生
之
を
評
し
て
曰
く
、
確
乎
に
し
て
正
言
た
れ
ば
、
同
盟
の
人
、
豈

一
心
を
以
て
之
に
与
す
べ
か
ら
ざ
る
か
。
医
流
の
醜
蔽
、
振
古
と
雖
も
之
有
り
。
蓋
し
方
今

に
於
い
て
甚
だ
し
き
は
莫
し
。
余
始
め
て
恒
謂
ら
く
は
、
都
下
軽
薄
の
風
に
し
て
、
医
蔽
尤

も
甚
し
。
加
之
、
流
俗
の
恒
無
き
を
以
て
、
其
勢
潰
々
と
し
て
禦
ぐ
べ
か
ら
ず
と
。
如い

之か

何ん

と
も
す
る
無
き
の
み
。
県
郷
則
ち
然
ら
ず
ん
ば
必
ず
淳
厚
の
風
有
り
て
存
す
。
氓た

み

の
蚩し

し々

た

る
と
雖
も
、
病
家
必
ず
多
き
は
恒
有
る
も
の
な
り
。
今
此
書
を
閲
す
れ
ば
、
則
ち
鄙
何
ぞ
殊
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別
す
る
所
有
ら
ん
や
。
嗚あ

呼あ

、
亦
傷
な
わ
ざ
ら
ん
か
。
会
盟
の
約
言
一
行
。
則
ち
闔こ

う
き
ょ
う郷

の
医

生
、
必
ず
廉
恥
を
生
ず
。
病
家
亦
必
ず
自
然
弁
知
す
る
所
有
る
を
知
る
。
風
漸
の
被
る
所
、

必
ず
又
他
郷
に
及
ぶ
。
一
盛
事
と
謂
う
べ
き
な
り
。

注
（
1
）	

以
上
、
城
鞠
洲
の
墓
碑
銘
は
、「
城
鞠
洲
」
項
（
武
藤
厳
男
編
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
後
編
、
歴
史

図
書
社
、
一
九
七
一
年
所
収
）
参
照
。
な
お
、
引
用
文
中
の
旧
字
は
現
在
通
用
す
る
字
体
に
改

め
た
。
以
下
同
。

（
2
）	

多
田
隈
家
文
書
「
御
国
中
医
師
名
覚
帳
」（『
近
世
荒
尾
の
医
師
と
馬
医
』
荒
尾
市
史
基
礎
史
料

第
六
集
、
二
〇
〇
四
年
）
よ
り
。
鞠
洲
は
「「
右
同
［
＝
御
郡
代
直
触
］　

上
西
寺　

城
允
」
と

記
さ
れ
る
。

（
3
）	

前
掲
「
城
鞠
洲
」
項
（『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
後
編
）。

（
4
）	

補
足
史
料
に
つ
い
て
も
前
掲
「
城
鞠
洲
」
項
参
照
。

（
5
）	

「
歴
代
役
職
員
氏
名
」（
山
崎
正
董
『
肥
後
医
育
史
』、
鎮
西
医
海
時
報
社
、
一
九
三
〇
年
所
収
）。

（
6
）	

山
崎
正
董
『
肥
後
医
育
史
補
遺
』（
鎮
西
医
海
時
報
社
、
一
九
二
八
年
）、
一
二
四
頁
。
な
お
、

熊
本
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
再
春
館
師
役
」（
一
九
一
二
）
に
も
鞠
洲
の
名
は
認
め
ら
れ

な
い
。

（
7
）	

後
藤
是
山
記
念
館
に
『
鞠
洲
文
稿
』
の
初
編
、
二
編
、
三
編
の
端
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

【
付
記
】
本
研
究
は
、JSP

S

科
研
費 JP19 H
00540 , JP18 K00284  

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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